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必ずお守り〈ださい 



絵記号の意味 


A 

Q 


この記号は;主意（警告を含を')を促す巧容を告げるちのです。 
記号の中ゆお< じ具体的な肉容び書ひれています。 


底 


「舞义を意」を表す絵表示 


この記号は禁止の行為を告けるちのです。 

記号の中ゆお< じ具体的なの容び書ひれています。 

例）「分解禁止」を表す絵表示 

この記号は必ず行っていたださたい行為を告けるちのです。 
記号の中やお< じ具体的なの容び書かれています。 


运 


「電源プラグを抜<」を表す絵表示 







必ずおすりください 


A 警告 


〇 本製品を使用する場创ホ、ご使用の/《ソコンや周辺機器のメーカ 
-が指示してし、る警告、を意表示を厳守して〈ださし、。 

煙が出たり、変な臭いや音がしたら、すぐに使用を中止 
してください。 

電源を切ってコンセントから電源プラグを巧いてください。そのまま使用す 
ると义巧-感電の原因となります。 


分解禁止 


本製品を修理•改造•分解しないでください。 

乂がゆ感電、やけど、動作不良の原因じなります。 

修理は與社修理係じご依頼ください。分解したり、改造した揚含、保証期間 
であってち有償修理となる揚含びあります。 


A 本製品を取り付ける場合は、必ず本書で接続方法をご確認にな 
り、レ: I 下のことにごミ主意ください。 

♦ 接続ケーブルなどの部品は、必ず添は品または指定品をご使巧<ださし、。 
故障か動作不良の原因じなります。 

♦ 接続するコネクタやケーブルを間違えると、パソコン本体やケーブルから 
発煙したり义巧の原因じなります。 


〇 本製品の取りかけ、取り外しの際は、必ず本書で、取り付け取り 
外し方法をご確認〈ださい。 

間違った操作を巧ラと义巧-感電-動作不良の原因となります。 


0 

禁止 


本体を濡らしたり、お風呂場では使用しないで〈ださい。 

乂災•感電の原因となります。お風呂場、雨天、降雪中、海岸、水辺での 
ご使用は、特にごミ主意<ださし、。 


0 

禁止 


濡れた手で本製品を扱わなし巧〈ださい。 

感電や、本製品の故障の原因となります。 






必ずおすり < ださい 


A を意 


A 

ミち 意 


本製品を使用中にデータなどが消失した場合でも、データなど 
の保証は一切いたしかねます。 

八ードディスクは;肖耗品です。 

故障に植えてを期的にパ'ックアップをお取り < ださし、。 


Q 

禁止 


本製品はが下のような場所で保管•使用しないでください。 

故障の原因じなることがあります。 

♦振動や衝擊の加わる廣戸月 
♦直射曰巧のあたる揚所 
♦湿気やホコリび多い揚巧 
♦温度差の潮しい揚所 

♦熱の発生する物の近< (ストーブ、ヒータなど） 

♦強い磁力電波の舞生する物の近< 

(臟石、ディスプレイ、スピーカ、ラジス、無線機など） 

♦水気の多い揚所（台所、浴室など） 

♦傾いた揚巧 


♦屬食性ガス雰囲気中 〔C I 2 、 HsS 、 NH3 、 SO2 、 NOx など） 
•静電気の影響の強い揚所 


0 アクセスランプ点灯中に本製品やパソコンの電源を切らないでく 
ださい。 

ノ t ソコンをリセットしたり、省電カモード（スタンバイ/化止/スリープ 
など）じちしないで<ださし、。 

故障の原因になったり、データび消失するおそれびあります。 


0 

禁止 


本製品は精密部品です。政下のを意をしてください。 

♦落としたり、衝擊を加えない 

♦本製品の上に水などの液体ゆ、クリップなどのル部品を置かない 


♦重いちのを上にのせない 

♦本製品のそばで飲食-喫煙などをしなし、 






必ずおすりください 


〇 本体についた巧れなどを落とす場合は、柔らかい布で乾拭きし 
A てください。 

♦洗剤でちれを落とす揚含は、必ず中性洗剤を水で薄めてご使巧<ださし、。 
♦ベンジン、アルコール、シンす一系の溶剤を含んでいるちのは使用しなし、 
で < ださし、。 

♦市販のクリーニングキットを使用して、本製品のクリーニング作業を行わ 
ないで<ださい。故障の原因となります。 


0 

禁止 


本製品内部で結露させたまま使わないで〈ださい。 

時間をおいて、結露びな<なってひ 6 お使し ）< ださし、。 

本製品を暮し '! 巧から暖ひい揚巧へ移動したり、部屋の温度び急に上昇する 
と、巧部び結露する厦合びあります。 

そのまま使ラと誤動作ゆ故障の原因となる厦合びあります。 


^本製品内部およびコネクタ部に液体、金属、たばこの煙 
などの異物が入らないようにして〈ださい。 


〇 

厳守 


動作中にケーブルを激しく動かさないで〈ださい。 

接触不良およびそれ[こよるデータ破壊などの原因となることびあります。 
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必ずおすりください 


使用上のごを意 


•本製品を廃棄あるいは譲渡などされる際のを意事項 

•本製品に記録されたデータは、日 S 上で削除したり、ハードディスクをフ： J - 
マツトするなどの作業を行っただけでは、特殊なソフトウてアなどを利用する 
ことで、データを復元-再お用でさてしまラ揚合びあります。 

その結果として、情報び漏结してしまラ可能性びありえます。 

が 


ハードディスク上のソフトウェアについて 

ハードディスク上のソフトウェア （0 S 、 アプリケーシヨンソフト 
など）を削除することなくハードディスクを譲渡すると、ソフト 
ウェアライセンス使用許諾契約に抵触する場合があります。 


情報漏洩などのトラブル廷回避するた妨[こ、データ消去のた飯のソフトウェア 
がサービスをご利用いただくことをおすす饭いたします。 

■ハードディスクデータ消去ソフトのご案内 

ただいま （2003 年11月現を）特典サービス実施期間中につさ、弊なの 
「Disk Refresher LEJ を下記の Web ページよりご入手いただけます。 


导用 Vifeb へーン— http://www.iodata.jp/pr/2002/dref bonus/ 
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お読みになる前に 


このたびは、本製品をお買い上けいただき、誠じありびとラございます。 
お使いの前に本書をよ<お読みいたださ、正しいお取りあいをお願いします。 


^ 呼び方 


呼び方 


Windows XP 


Windows 2000 


Windows Me 


Windows 98 


Windows 95 


Windows NT 4.0 


Windows Me /98/95 


Windows Me /98/95 / 
NT 4.0 


Microsoft® Windows® XP Home Edition Operating System, 
Microsoft® Windows® XP Professional Operating System 


Microsoft® Windows® 2000 Professional Operating System 


Microsoft® Windows® Millennium Edition Operating System 


Microsoft® Windows® 98 Operating System, 

Microsoft® Windows® 98 Second Edition Operating System 


Microsoft® Windows® 95 Operating System 


Microsoft® Windows NT® Workstation Version 4.0 Operating 
System 


Windows Me, Windows 98, Windows 9 日の総称 


Windows Me, Windows 98, Windows 95,Windows NT 4. 0 


マークの 説明 


本製品を使う上で、を意すべきことが書かれています。 


r 参考 J I 本製品を使う上で、役に立つことが書かれています。 
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特長 


参マルチドライブ (Multi Drive ) 機能搭載 

マルチドライブ機能とは、ネ製品の容量を2分割して仮想的に2台の八ード 
ディスクとして使用する機能です。 

この機能で作成した2台の八ードディスクは、本製品背面のスイッチでモード 
を変更するだけで、順番を入れ曽えたり、どちらか一方のみをパソコンじ認識 
させることびでさます。 

ちちろん、を容量を1台の八ードディスクとして使用することち巧能です。 

《マ ルチドライブ機能の利点》 _ 

■面倒な手順が必要なマルチ 0 S 環境呼簡単に作成可能 

異なる OS 環廣をモード切曽だけで簡をに実現でまます。 

( マルチ 0S 環境の作成ホまおよびマルチ 0S 環境の作成による問題に関しては 
弊なは一切サポートしザこしかねます。ご了を < ださい。） 

■1 台のパソコンを複数のューザー*で共有する際に便利 

使用 0 S の環廣などをユーザーごとに分けてカスタマイプ巧能です。 

3フィスなどで、簡巧にパソコンの R 有使用を実現でまます。 

■バックアップに便利 

2分割した任意の一方にデータを待避し、パソコンじ認識させないよラにする 
ことで、誤操作などじよるデータ;肖失を回避でまます。 

《 SCSI 八ードディスクを起動ドライブとして使巧できる環境び必要です。 

- BIOS を搭載している SCSI ポードでその BIOS び使巧する八ードディス 
クの容量をサポートしている必要びあります。 

- IDE ドライブを取り外すか、無効じします。 

既に I DE 八ードディスクがありますと、 I DE が優巧となり SCS I から 
起動することはでさません。 

設定方まについては ご 使用のパソコンじよって異なりますので本体 
メーカーにご 相談ください。 
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特長 


•自己診断機能 (74,81 ぺージ参照） 

添付のユーティ I 」ティソフトにより、本製品の白己診断を行えます。 

ベ I 」ファイチェックを選択することで、スキャンディスクの[完を]とほぼ 
同じ診断を「より高まに」行います。 

また、弊な製 SCSI インターフェイス SC - UPCI シ IJ - プとの組み合わせでお使い 
の揚合、電源お入時に白動的に白己診断を行います。 

参省電力機能( 7 5,83ぺージ参照） 

J \- ドディスクの独立した機能として省エネモードを搭載。一を時間ドライブ 
を読み書きしない揚合、白動的にお消費電カモードに移行する機能をサポート 
しました。 


参ドライブロック機能 (60,6 7 , 7 6,8 4 ページ 参照） 

ドライブをバスワードじより□ックし、八ードディスクとして使えない状態に 
する機能。 

パスワードを入力すれば、また普通にお使いいただけるよラになります。 
《 HDXG シリース用誇断•設定ユーティ IJ ティか easy Boot Menu を使えば、ネ製 
品をプ□グラ厶モードにすることな<機能をお使いいただけます。 

♦マルチドライブ分割比率変更機能 (57, 日4,85ぺージ参照） 

マルチドライブモードで分割した各ドライブの分割比率/容量を、任意に設定 
することびできます。 


参 easy Boot Menu 

製な製 SCSI インターフ I イス SC - UPCI シリースとの細み合わせでお使いいただ 
いに揚合、 0 S を立ち上げる前に 「easy Boot Menu 」 により本製品の咨種設定 
す幾能をお使いいただけます。 

♦内蔵ターミネータ搭載 
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箱の中には 


箱の中には下のちのび入っています。 

厂にチェックをつけなびら、ご確認くださし、。 

巧び一不足品びございましたら、弊なヴポートセンターまでご連絡くださし、。 

厂ハードディスク (1 個） 厂 SCS 脏続ケーブル (1 本） 

[HDXG シリース] [D-sub 八ーフピッチ 50 ピンけ 



HDXG シリーズサポートソフト (1 枚) 



尽 HDXG シリーズ取扱説明書(本書：1冊) 
厂ハードウ X アな証書 （1 枚） 
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箱の中 I こは 


箱•捆包ネオは 

大切に保管し、修理などで輸送の隙にお使いください。 

イラストにつし、て 

実物と若干異なる場合があります。 


ューザー登録 

▼ ここじシリアル香号をメモしてください。 


X シリアル番号は、本製品に貼られているシールにある 12 析の英数字 
( 例： ABC1 234567 を y です。 

シリアル番号は、ユーザー登録の際に必要です。 

•ユーザー登録づ http :// www . iodata . jp / regist / 






動作環境 


本製品を使ラことのできるパソコン環境を説明します。 


対応機種および対応 0 S 




次の条件を満たすこと 

■本製品を接続できる SCS I コネクタがあること。 

-ソフトを使用する場合、 CD - ROM ドライブがあること。 


対応機種 

対応 os (日本語版のみ） 

NEC PC 98 -NX シリーズ 
DOS/V マシンの 

Windows XP , Windows 200日 ， Windows Me , 

Windows 98 斜 ， Windows 95 剧 ， Windows NT 4. 0 劍 

Apple 

Macin れ shxs’xexvxsx 9 

Mac OS ※川 


XI 弊社では、 0 ADG 加盟メーカーの D 0 S / V マシンで動作確認をしています。 

WI Second Edition を含みます。また、 FDISK のアップデートが必要です。 

このホームページから、 FDISK のアップデートをして〈ださい。 

http : // support . microsoft . com / default . aspx ? scid = kb : ja ： 263044 

X 3 OSR 2 お降のみ対応です。 

また、 80 G バイトレ U 上の本製品は対応しておりません。 

X 4 Service Pack 4お降のみ対応です。 

rService Packj のバージョンの確認方まは、次ぺージをご覧ください。 

X 5 MPU MC 68040および PowerPC を搭載している機種のみ対応です。 

ただし、 PowerBook については、2400, 3400, G 3/250 Ja 降のみ対応です。 

X 6 別途 SCSI ケーブルが必要になる場合があります。 

また、パソコン標準の SCSI コネクタでは Ultra SCSI 転送の性能では利用できま 
せん。 

义1 iMac . iBook じは対応しておりません。 

X 8 M 6665 J / A 、 M 7553 J / A に標準装備の LVD SCSI インターフてイスボードには対応 
しておりません。 

X 9 HDXG シリーズ診断-設定ユーティリティは未対応です。 

X 10 本製品じ対応しているフォーマッタソフトが必要です。 

ビー ■ エイチ ■ エー社製 「 B’sCrew for Macintosh 」 を推奨します。 

ただし、標準 SCSI ポート （ D - sub 25 ピンもしくは HDI -30 ピン）じ接続して本製品 
をお使いの場合は、 B ’ screw 2.1. 6お降もしくは 3.1. 2な降を推奨。 

(ただし 、 Mac 0 S X では、フォーマッタソフトは必要ありません。） 
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動作環境 



Windows NT 4.0 Service Pack のバージョン確認方法 

① 「マイコン ピュータ」の [ヘルプ] 一[バージョン表示」をクリックし 
ます。 

② 表示されたメッセージの [Service Pack ] のあとに表示される数字がバー 
ジョンになります。 

「Service Pack 」 の最新版は、マイクロソフト社のホームページからダウン 
ロー ドできます。 

http ：// www . microsoft . com / japan / 

ソフトの動作環境について 

ソフトの動作環境はこれとは異なります。 


Super Multi Dr ive 設定ューティリティ . 56ぺージ 

HDXG シリーズ診断.設定ューティリティ . 72ぺージ 


f 推奨 SCSI インターフてイス イ 


機種 

弊社製 SCSI インターフェイス 

PC 98 -NX シリーズ 

DOS/V マシン 

SC - UPC 1シ1」ース※’，沈- UPC 1 N シリース※1, 

SC - UPI \ I ※’， SC - UPU 2*，， CB 沈 n シリーズ※ 2 , 

SC - NBD シ 1」ース※2， SC-NBUN 


XI BIOS Ver .1.66 (サポートソフト Ver . 4. 02) じ Lb であることを確認してくだ 
さい。バージョンは、パソコン起動時、画面に表示されます。 

BIOS のバージョンアッブ方法については、 SCSI インターフェイスの取扱説明書 
をご藍ください。 

WI SCSI インターフェイスに添付の ASP 1 FORM でフオーマツトする必要があります。 


パソコンに複数枚の SCSI インターフェイスを接続している方へ 
,#% J Windows Me /98/9 日で、複数枚の SCSI インターフてイスを接続している場合は 
動作の保証はいたしかねます。 
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各部の名称•機能 


各部の名称および機能の確認をします。 



電源 スイッチ 本製品の電源を入/切します。 


SCS 卜の 設定 スイッチ 

SCSI - ID を設定します。 

[ SCSI - ID を設定しよラ】 （18 ページ） 


モートスイツナ 

動作モードなどを設定します。 

〔モードを設定しよラ】 （11 ページ） 


ケンジントンスロット 

巧丽した□ックケーブルを購入し、取りがけます。 
[用語解説】 （103 ページ） 


SCS ロネクタ (D-sub ハーフピッチ50ピソ 

SCS I ケーフルゆ外が夕一さネータを接続します。 

※巧蔵夕ーミネータを巧う場合は、夕 M 寸夕ーミネータは必要 
ありません。17ページ参照。 



























添付品を取り付けよう 


添付品の取0化けじついて説巧します。 


横置きで使う 




本製品を安ました揚巧に電源ランプを左に向けて置さ、 4個所にラバーフットを 
取りがけます。 



巧 


重ねて使う 

MOX - SX シリーズや HDXG シリーズと重ねて置けます。 
下の図をご覧になり、重ねて〈ださい。 



!嚴 i 嘉獻を 


W 


横置きで巧うときのを意 

-積み重ねられるドライブは3台までです。 

■ほいケーブルが必要な場合は、別途オプション品（弊社製け日 0- A 50- SS 」 
など）をお買いポめ〈ださい。 

- M 0 ドライブは一番下に置いて〈ださい。 
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添付品を取 0 がけよラ 


縦置きで使う 


本製品を安定した揚巧に電源ランプを左に向けて置さ、 4個所にラバーフットを 
取りがけます。 
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モードを設定しよう 


ここでは、本製品のモードスイッチの設をについて説明します。 


モードとは？ 4 

本製品のモー円ま、を部で3種類あります。 

• ノーマルモード (出荷時設定） 

本製品を1台のハードディスクとしてお使いじなるためのモードです。 
マルチドライブモードの機能（なページ）をとくじ必要としない方は、 
こちらのモードをお使いになることをおすすめします。 

例えば、 HDXG - S 40 の揚合、4日 G バイト 
のへー ドディスクとなります。 




ノーマルモードの 利点 


I 参考 j 本製品を1台のハードディスクとして使うので、ドライブの容量をそのまま 


利用できます。大きなファイルを使う方に最適です。 








モードを設をしよラ 


•マルチドライブモード 

本製品を2台のハードディスク（ドライブ）のようにお使いになるた妨の 
モードです。 

分割した2つのドライブはそれぞれ「ドライブ1」、「ドライブ2」と呼称 
します。 


例えば、 

マレチドライブモー ド① 

HDXG - S 40 (容量 40 G バイト）を「マルチ 
ドライフモード①」に設定すると、2 
つじ等分割 （2 日日バイトずつ）された 

八ードディスクとして使用でさます。 

《本項の図はイメージ図です。 

I 

I 

C 

コ 

I I 

I I 

C 

コ 

I 


ドライブ 1 ドライブ 2 



マルチドライブモードの利点 

- 2つのドライブの順番を入れ替えることができます。 

モード①が通常のが態、モード②が逆順になります。 

づ 認識する順番が変わるので、 マルチ 0 S に 便利です。 

■片方を隠し、もう片方のみを使うことができます。 

モード®でドライブ1のみ、モード®でドライブ2のみになります。 

づ大事なデータを入れて、普段は隠しておけばデータを守るのに便利 
です。 

-ドライブの容量を分けることができます。 

づ Windows 95でも'使いの場合、 ノーマル モードでは本製品の全容量を使え 
ません。 マルチ ドライブモードを使うことで対応することができます。 
また、添付のユーティリティを使えば、分割する容量の比率を変更する 
ことができます。 

【特長】 （2 ページ）をご賣ください。 
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モードを設定しよラ 


♦プログラムモード 

本製品を設定するためのモードです。 

このモードにすると、本製品は八ードディスクとして認識されません。 
通當、本製品を使ラときには設ちしません。 

が 

プログラムモードの特徴 

%ち -へー ドディスクとして認識されな〈なります。 

-ホ付の ユーティリティで 特をの機能を巧う際に必要です。 


このモードのまま接続して Windows を起動すると… 

新しいハードウエアとして認識されて、画面が表示されます。 
[キャンセル]ボタンを押して、画面を閉じてください。 





モード宮設定しよう 



モード決定表 


本製品のモード宮決妨る際の参考にお使い<ださい。 




それな外の 0 S 


◎ 
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モード宮設定しよう 


設定1 J ■本製品の半分の容量に SCSI インターフェイスが対応してし、る場合 

「マルチドライブモード」じ設定すれば、本製品の全容量をお使いいただけ 
ます。 

■本製品の半分の容量に SCSI インターフェイスが対応していない場合 
対応している容量までは使える SCSI インターフ卫イスの場合 

「マルチドライブモード」に設定すれば、本製品をお使いいただけます 
力 《 、本製品の全容量はお使いいただけません。 

対応している容量を超えると使えない SCSI インターフ X イスの場合 

「マルチドライブモード」で A 方のドライブを SCSI インターフェイスの 
対応容量ぎりぎりまでじ設定し、そのドライブのみをお使いください。 

設定2 ] ■本製品の容量が 137 G な上の場合 

「マルチドライブモード」かパーティションで、をドライブの容量が釣 137 G 
バイトを超えないように設定して〈ださい。 

前ページの◎じお進みください。 

■本製品の容量が 137 G 未満の場合 
前ページの◎じお進みください。 

設定3 「マルチドライブモード」じのみ対応です。 

各ドライブの容量が約 32 G バイトを超えないように設定してください。 

設定4 「ノーマルモード」でお使いいただけます。 


設定5 「マルチドライブモード」でお使いいただけます。 
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モードを設定しよラ 


^_ た一 1^' を S た瓦 9 る _^ 

モードスイツチでは、モードとターさネータを設をでさます。 


モードをノーマル》マルチドライブで切り替える場合 
そのままでは巧えません。 

レーマル》マルチドライブで切り替える】（100ぺージ）をご覧 < ださし、。 


• ノ ーマルモードの 設定 



モードスイッチを設定する際のヒント 
SCSI 機器が本製品だけの場合 

モードスイッチ=8 (初期値。変更の必要はありません。） 

本製品を終端に取り付ける場合 

モードスイッチ=8 (初期値。変更の必要はありません。） 

本製品のあとに SCS I 機器を取り付ける場合 

モードスイツチ=0 


参マルチドライブモードの設定 



最初にモードスイッチを設定する際のヒント 
SCSI 機器が本製品だけの場合 

モードスイッチ=11 

本製品を終端に取り付ける場合 

モードスイッチ=11 

本製品のあとじ SCSI 機器を取り付ける場合 
モード'スイッチ=3 

マルチドライブモードの種類 

マルチ ドライブ①：ドライブしドライブ2の順になります。 
マルチ ドライブ②：ドライブ2、ドライブ1の順になります。 
マルチ ドライブ®:ドライブ1のみじなります。 

マルチドライブ®:ドライブ2のみじなります。 
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モードを設定しよラ 


• モードスイッチの設定 

本製品の電源を切ってください 

モードスイッチの設ををするときは、本®品の電源を切ってから巧って<ピ 
さし、。 


本製品のモードスイツチで、動作モードとの嵐ターさネータについて設をし 
ます。 

図の黒い部分を先の固いシャープペンシルなどで巧して、設定します。 



: 8 


《モードスイッチ動作表》 


モードスイツチ 

動作モード 

内蔵夕ーミネータ 

0 

ノー 7ル 

OFF 

1 

未使用 

2 

未使用 

3 

マルチドライブの 

4 

マルチドライブ② 

5 

マルチドライブ③ 

6 

マルチドライブ④ 

1 

プ□グラ厶 

8^ 

ソー7ル 

ON 

9 

未使用 

10 

未使巧 

11 

マルチドライブの 

12 

マルチドライブ② 

13 

マルチドライブ③ 

14 

マルチドライブ④ 

15 

プ□ヴラ厶 


X 出荷時設を 






SCSHD を設定しよう 


ここでは、本製品の SCS I - 1 D の設定について説明します。 

本製品の電源を切ってください 

|_ SCSI - ID の設定をするときは、本製品の電源を切ってから行ってください。_ 

• SCS 卜 ID の設定 

本製品の SCS I - 1 D 設定用スイッチで、0〜6の間で設定します。 

(7 は通當 SCS I インターフェイスが使用） 
圏の黒い部分を先の固いシャープペンシルなどで押して、設定します。 


ここを巧します。ぐ^ 

\ 0 

\じ_1 -- 0〜目 

+ 出荷時： 0 


《使用する SCSHD» 


SCSI - ID 設定用スイッチ 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

ノ——フ J レモ——卜 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

設定不可 

マルチドライブモード 

0.1 

1.2 

2,3 

3.4 

4,5 

5,6 

設定不可 

設定不可 



SCS 卜 ID を設定する際のヒント(ノーマルモードの場合） 

本製品のみを接続している場合 

SCSI - ID =0 :本製品（初期値。変更の必要はありません。） 

Macintosh でお使いの場合は、次ページの表を見て重ならないように 
ごま意ください。 

複数の SCS I 機器を接続している場合 

他の SCSI 機器と重ならないようじ、 SCSI - ID を設定して〈ださい。 

SCS 卜のを設定する際のヒント（マルチドライブモードの場合） 

本製品のみを接続している場合 

SCSI - ID =0 :本製品（初期値。変更の必要はありません。） 

Macintosh でお使いの場合は、次ページの表を見て重ならないように 
ごミ主意ください。 

複数の SCS I 機器を接続している場合 

他の SCSI 機器と重ならないようじ、 SCSI - ID を設定して〈ださい。 
その際、 SCSI - ID を2つ使うことにごを意ください。 
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モード咨設定しよラ 


Zip ドライブを搭載している場合は、さらに SCSI-ID の 5 を使っています。 
CD-ROM ドライブなしのモデル 
CD-ROM ドライブ指載モデル 


[ PowerBook (ノート）] 


使用 SCSI-ID 

機種名 

7 

PowerBook G 3 シリ-ス‘※ 4 

PowerBook G 3/250. 3400, 2400,1400,1000,190 

0、 了 

PowerBook Duo シリ-ス’（別途 SCSI ポートの ある K ’ ッキングステーン ョ ンが必要） 
PowerBook 日 00 シリ-ス '• ， 100 シリ-ス '• (100,190を 除く） 


《4 . 標準 SCSI ポート搭載機種のみ対応。 


♦ Macintosh シリーズが既に使っている SCSHD 

Mac i nt osh で使われている SGSI -1 D を記載します。 

この表に記載されている SCSI-ID は使わないでください。 

[デスクトップ] 


使用 SCSI-ID 

機種名 

了剧 

PowerMacintosh G 3 DT シリ-ス’， MT シリ-ス '' 

PowerMacintosh 9600, 9515, 9500, 8600, 8515, 8500, 8115, 

8100,7600, 7500, 7300, 5500, 4400 
twentieth anniversary Macintosh 

Quadra 950,900 

LC 63 〇※ 2 

0、 了 

Quadra SOO 》?，700 

Centris 6 日〇※ 2 , 61 〇※ 2 

Macintosh n シリ-ス ’ （n を驗く，また vi , vx は CD なしモデルの場合） 

LC n ， 111，475 

Performs 275 

Color Classic I , n 

SE /30 

Classic n 

3、 了 

PowerMacintosh 6300,6200 

LC 63 〇※ 3 

Performs 6000 シリ-ス '• ，日000 シリ-ス’ ，630, 588 

0、3、 了 

PowerMacintosh 721日，7200, 7100, 6100 

Quadra 840 AV , 80〇※ 3 , 660 AV , 650, 610 

Centris 6日〇※ご, 61〇※ ] 

Macintosh n 

Performs 575,550, 520 

LC 575, 520 


12 3 
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取り付けよう 


ここでは、本製品を取りはける手順[こついて説明します。 



SCSI の制限があります 

お使いの SCSI インターフ X イスの取扱説明書をご賣じなり、接続可能台数や 
SCSI 接続ケーブル長の制限を超えていないことをご確認〈ださい。 

ケーブルを接続するときは 
まっすぐに接続してください。 

無理な角度で接続するとピンが折れる場合があります。 

接続の隙は「カチッ」と音がするまで差し込み、軽〈引っ張っても抜けない 
ことをご確認ください。 

本製品レ: m にも SCSI 機器をお使いの場合は 
本製品を接続する隙には、なるべく終端に接続してください。 

終端に接続できない場合は、できるだけ短いケーブル（弊社製 A 日 0- A 50 -S 
C 30 cm ) , A 50- A 50 -SS ( lOcm ) など）をお使いください。 


/ SCSI インターフェイスを使えるようにします。 

SCS I インターフェイスの取あ説明書をご参照じなり、巧に SCS I インター 
フェイスの設定を して < ださし、。 

2 SCSI 機器に接続する場合は、夕ーミネータを取り外します。 

接続済みの SCSI 機器に、ネ製品を接続する揚合は、その SCSI 機器の SCSI 
コネクタじ接続されているター5ネータを取り外します。 

3 SCSI インターフェイス側の SCSI コネクタに SCSI 接続ケーブルを接続します。 
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取り付けよラ 


実際に接続する SCS ロネクタと見比べてお使いください。 
本ページのコネクタ図はほぼ実物大です。 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

、□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ノ 


( D-sub ハーフピッチ 50 ピン) 


本製品に添付の SCSI 接続ケーブルをお使いくだ 
さい。 


1 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


( D-sub ハーフピッチ 68 ピン) 


本製品に添付の SCS I 接続ケーブルと AD - SC/AW 
( D-sub ハーフピッチ 50 ピンづ D-sub ハーフピッ 
チ 68ピンを換コネクタ）をお使いください。 


A 50- H 50 など （ D-sub ハーフ ピッチ日0ピン〇 
アン フエノールハーフ ピッチ50ピン）をお使い 
(アン フエノールハーフ ピッチ50ピン） くださし、。 



F 50- A 50 など（アン フ X ノ ールフル 
ピッチ50ピンな D - sub / x — フ ピッチ 
50ピン）をお使いください。 

(アンフ ェノール フルピッチ50ピン） 

お使いの SCSI インターフェイスじ添付の SCSI 接 
続ケーブル、またはお使いの SCSI インターフエ 
イスの別売オプション品をお使いください。 


0000000000000 
、000000000000 j 


の- sub 25 ピン） 




AP 30- A 50 など （ HD 130ピ ンな D-sub ハーフピッチ 
50ピン）をお使いください。 



(その他) 


お使いの SCSI インターフェイスじ付属している 
SCSI 接続ケーブル、もしくはお使いの SCSI イン 
ターフェイスの別売オプション品をお使いくだ 
さし、。 



案内されている弊な製 SCSI 接続ケーブルな外を使う場合 
お使いになる SCSI 接続ケーブルは、片方は SCSI インターフェイスや本製品の 
前にある SCSI 機器のコネクタの斤きがに、もう片方は D - sub ハーフピッチ50 
ピンの SCSI コネクタじ接続できるものを選んでください。 














取り化けよラ 


4 本製品の SCS ロネクタこ SCSI 接続ケーブルを接続します。 

接続した SCSI 接続ケーフルのち〇—方を、本製品の SCSI コネクタじ、まつ 
すぐに差し込みます。（ちちどちらの SCSI コネクタでも巧） 



が 


SCS ロネクタについて 
左ちの SCSI コネクタじ区別はありません。 

SCSI 接続ケーブルをどちらに接続しても問題ありません。 


内蔵ターミネータを ON にして〈ださし、 

本製品が終端じなる場合は、【モードを設定する】 （16 ページ)をご覧の上、 
内蔵ターミネータカぶ N になるようじモードスイッチを設定してください。 

外付ターミネータを接続する場合は、内蔵ターミネータを OFF にしてください。 














確認しよう 

本製品を接続した後、接続-設をび正し<行われているかどラかを確認します。 


ンを起動する 





パソコンの 起動方法に ついて 

ここで説明している方まは、一般的な SCSI インターフェイスのものです。 
SCSI PC カードなど起動方法が異なるものもあります。 

詳しくは SCSI インターフェイスの取扱説明書をご貴ください。 


/本製品を含む SCSI 機器の電源を入れます。 

2 パソコンの電源を入れます。 

が 

3 起動途中にデバイススキャンを確認します。 

パソコンび起動する途中で、 SGS I インターフェイスび接続している SCS I 機 
器を画面に表示します。そこに本製品の名称び表示されているかどラかを 
確認します。 

X デバイススキャンの表示はほ時間でミ肖えるので、ごま意ください。 

SCSI インターフェイスじよっては、デバイススキャンされないことびあり 
ます。その揚合は、この手順は飛ばして<ださし、。 


パソコンが起動しない 

モードスイッチ、 SCSI - ID 設をスイッチ、を続をご確認 < ださし、。 



が 


本製品の表示 

ノーマルモードの場合 .「 HDXG - Sxx 」 

マルチドライブモードの場合 

ドライブ1 .「 HDXG - Sxx -1」 

ドライブ2 .「 HDXG - Sxx -2」 


X 「 XX 」には本製品の容量が入ります。 


デバイススキヤンに表示されない 

モードスイッチ、 SCSI - ID 設定スイッチ、接続をご確認くださし、。 
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Memo 
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フォーマットしよう 


Windows XP でのフォーマット . 26 

Windows XP で本製品をフ： J - マツトする方まについて説日月します。 


Windows 2000 でのフォーマット . 34 

Windows 200日で本製品をフォーマツトする方ミちについて説日月します。 


Windows M6/98/95 でのフォーマット . 41 

Windows IVIe /98/95 で本製品をフォーマツトする方まじついて説日月しま 
す。 


Windows NT 4.0 でのフォーマット . 47 

Windows NT 4. 0で本製品をフォーマットする方まについて説日月します。 


-Mac OS でのフォーマット . . 48 

Mac OS で本製品をフ： J - マツトする方まについて説日月します。 
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Windows XP でのフナーマット 

Windows XP で本製品を フオーマツ トするための説明をします。 



コンピュータの管理をでログオンしてくださし、 

Wi ndows XP でハードディスクをフホーマットする場合は、コンピュータの 
管理をグループに属するユーザーでログオンする必要があります。 


/「コントロールパネル」を 起動します。 

[スタート]^ [コント□-ルバネル]の順にク I 」ックします。 

与[コント□-ルバネル]び起動されます。 

2 「管理ツール」を起動します。 

[パフ；}-マンスとメンテナンス]一[管理ツール]の順にク I 」ック 
します。 

与 [管理ツール]び起動されます。 


順にクリック 


バフオーマシスと;*シテナシス 


卡 


3 [コンピュータの管理]をダブルクリックします。 

与[コンピュータの管理]び起動されます。 


齒 


] ンピュ-夕の百まま 
ショートカット 
2 KB 


I ダブルクリック 
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Windows XP でのフスーマット 


4 [ディスクの管理]をクリックします。 

与 「ディスクの初期化と変換ウイヴード」び表示されます。 



クリック 


が 


「ディスクの初期化と変換ウィザード」が表示されなし、 

■ Home Edition でお使いの場合は、下の 「Home Edition でお使いの場合」を 
ご賣ください。 

-ハードディスクが正しく接続されていません。 

-表示されない設定(こなっています。 

ハードディスクのアイコンをちクリックし、表示された[ディスクの初期 
化]をクリックしてくださし、。 

-ハードディスクは初期化されています。 

手順夕 （30 ぺージ)へお進み〈ださい。 


Home Edition でお使いの場合 

「ディスクの初期化と変換ウィザード」は表示されません。下記の手順を 
巧って〈ださい。 

①「初期化されていません」と表示されているディスクを右クリックし、 
表示された[ディスクの初期化]をクリックします。 


お 月 
■ •加 

巧則ヒされてけブロ/斤ィの 


じ U ック 


ヘルブお) 


(D [0 K ] ボタンをクリックします。 

づ初期化されました。手順夕 （30 ページ）へお進みくださし、。 
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Windows XP でのフスーマット 



ろ [次へ]ボタンをクリックします。 
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Windows XP でのフスーマット 


7下の画面が表示されたら、[次へ]ボタンをクリックします。 




ここでチェックしてしまラと’ 

「ダイナミックディスク」となります。「ダイナミックディスク」は、 
Windows Me /98 などで使えません。 

詳細は 、 Windows XP の取扱説明書、オンラインヘルプをご覧ください。 


8 設定を確認して、院了]ボタンをクリックします。 

設定び正しいことを確認し、[完了]ボタンをク I 」ックします。 
与初期化び行われます。ディスクの初期化び完了しました。 



29 






































Windows XP でのフスーマット 


9「新しいパーティシヨンウィザード」を起動します。 

① フォーマットしたい八ードディスクのホ割り当ての領域をちクリック 
します。 

② 表示された[新しい バーテ ィシ ヨン] をク I 」ックします。 

与「新しいバーテイシヨンウイヴード」び起動します。 



② クリック 


①ち クリック 


巧し 0パー テ イシヨン ( M )-. 


ブ山けィ化） 


ヘルブ(が 


ドライブ 


10 [次へ]ボタンをクリックします。 
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Windows XP でのフスーマット 


// [次へ]ボタンをクリックします。 


/トティシヨンの坦まを S 巧 

パ-ティシヨソこはみの3巧ミ目びあ口ます:プライマリ、做もお巧。 


因 


巧巧するパ—テイシ3ンを巧んでくだミけ 
の 劇うけ'.巧.こデ視ジ概 
〇;店巧バ-テイシむの 

im： 

巧巧 


な則識織繳お縣と職齡賊 

ウデイスウには最音4つまでのプライマリバーテイシ3ンか、まをは3つのプライマリバーテイシむ 


と1つの巧巧パーティシ 3' ノをな巧でそます。 




拡張パーティションについて 

ここでは、[拡張パーティション]を選ぶこともできます。 

ハードディスクを日つお上に分割したい場合は、「拡張パーティション」を 
作成する必要があります。 

詳細は 、 Windows XP の取扱説明書、オンラインヘルプをご覧ください。 


/ク 欧へ]ボタンをクリックします。 





パーティシヨンサイズについて 

ここでは、最大値のままの設定にされています。 

ハードディスクを分割したい場合は、レくーティシヨンサイズ]を[最大 
ディスク領域]より小さくする必要があります。 

詳細は 、 Windows XP の取扱説明書、オンラインヘルプをご覧ください。 

X サイズを変更するときは、マウスでを要せず、キーボードで値を入力して 
ください。 
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Windows XP でのフスーマット 


13 [次へ]ボタンをクリックします。 




ドライブ文字について 

ここで割り当てたドライブ文字が、作成するドライブのドライブ文字になり 
ます。 


/ぶ[次へ]ボタンをクリックします。 


バーテイシヨンのフオーマウト 

このパ—テイシヨンにデータを樹巧するには、を巧にバ-テイシヨンをフオ-マツトする'よ、罢びあ口ます。 


因 


このバ-ティションをフォづットするかどうかを巧巧してくだなん方-7ットする巧をじは、ほ巧する設ミミ进 
巧してくだな、 

〇この"-ティシ3ンをフォ-マ》卜此ぃ也） 

の こめ H ' こ爾醜口下臟定で强二稍 ' ドお( 哪 

ファイルシステムの； NTFS V 

ア□ケーシ 3' ノユニットサイズが： I 巧ち f 度 v | 

ボリュームラペル姐)： 

□クイック对-マウトする化） 


I 利ュ-ム 


□ファイルとフオルタ’の圧なをち細こするの 


/ t クリック 




ファイルシステムにつし、て 

ハードディスクを Windows XP のみで使う場合は、 [ NTFS ] のままにしてくだ 
さい。 

他の 0 S でも使う場合は、使う 0 S にも対応したファイルシステムをお使いくだ 
さい。 

詳しくは、【ファイルシステムじついて】 （98 ページ）をご覧ください。 


32 



















































Windows XP でのフスーマット 


巧 設定を確認して、院了]ボタンをクリックします。 

設定び正しいことを確認し、[完了]ボタンをク I 」ックします。 
与ノ -テイシヨンの作巧とフ3 -マットび行われます。 




化 フォーマットされます。 

[フ；マット 中]び [正 窜]じなるまでお待ちください。 



口 [コン ピュ ータの 管理]を閉じます。 

國 ポタンをク IJ ックします。 


lil 上で本製品はフォーマットされました。 

フォーマット後は、再起動せずにそのまま本製品を使えます。 



作成したパーティションの次回からのフォーマットについて 
本製品のアイコンをちクリックし、表示された[フォーマット]をクリック 
します。 
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Windows 2000 でのフオーマット 


Windows 2 日日日で 本製品をフ 3 —マツトするための 説 日月をします。 



Administrator でログオンしてください 
Windows 2000 で ハードディスクを フオーマット する場合は 、 Administrator 
グループに 属する ユーザーで ログオンする必要があります。 


/「コンピュータの管理」を起動します。 

①[マイコンピュータ]をちク I 」ックします。 

③表示された[管理]をク I 」ックします。 

与[コンピュータの管理]び起動されます。 

2 [ディスクの管理]をクリックします。 

[記憶域]一[ディスクの管理]をクリックします。 

与「ディスクのアップグレードと署名ウィヴード」び表示されます。 

み 


「ディスクのアップグレードと署名ウィザード」が表示されない 
-ハードディスクが正しく接続されていません。 

-表示されない設定(こなっています。 

ハードディスクのアイコンをちクリックし、表示された[署名]を 
クリックしてください。 

-ハードディスクは初期化されています。 

手順7 (36 ページ）へお進みください。 


3 [次へ]ボタンをクリックします。 
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Windows 2000 でのフスーマット 


な チェックし、[次へ]ボタンをクリックします。 



5 チェックを外し、[次べボタンをクリックします。 




ここでチェックしてしまうと--- 

「ダイナミックディスク」となります。「ダイナミックディスク」は、 
Windows Me /98 などで使えません。 

詳細は 、 Windows 2000の取扱説明書、オンラインヘルプをご覧〈ださい。 
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Windows 2000でのフスーマット 


6 設定を確認して、院了]ボタンをクリックします。 

設定び正しいことを確認し、[完了]ボタンをク I 」ックします。 
与巧期化び行われます。ディスクの初期化び完了しました。 



E 


7「新しいパーティシヨンウィザード」を起動します。 

① フォーマットしたい八ードディスクのホ割り当ての領域をちクリック 
します。 

② 表示された[パーティシヨンの作成]をク I 」ックします。 

与 「パーテイシヨンの作成ウイヴード」び起動します。 
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Windows 2000 でのフスーマット 


8 [次へ]ボタンをクリックします。 



9 欧へ]ボタンをクリックします。 
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Windows 2000でのフスーマット 


10 [次へ]ボタンをクリックします。 




パーテイシヨンサイズについて 

ここでは、最大値のままの設定にされています。 

ハードディスクを分割したい場合は、レくーティシヨンサイズ]を[最大 
ディスク領域]より小さくする必要があります。 

詳細は 、 Windows 2000の取扱説明書、オンラインヘルプをご覧ください。 

X サイズを変更するときは、マウスで変更せず、キーボードで値を入力して 
ください。 


//欧べボタンをクリックします。 
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Windows 2000 でのフスーマット 


J 2 [クイックフォーマットする]をチェックします。 
/•マ [次へ]ボタンをクリックします。 


ぶ 


バーテイシヨンのフォーマ9卜 

バーテイシヨンのフオ-マツトちカスタマイスできます。 



このけーティションモフォーマットするかどうかを指定してください。 
このパーティションをフオ—マクトしない也） 

認二す巧お^ IKTRSI 挽で满马邻お機 

フオ-マ，卜 _ 

ほ巧するファイルシステム(り： 

ア□な-シむ ： iz ットサイズ地： 

ボリュームラペルが： 

ウイツウフオ ー7 ツトするぬ〉 


「NTFS イ 

fl^ 

杯リ1-ム 

厂フ7イルとフオルタ’め圧相をち夕胞するの 



多 

、参考. 


ファイルシステムについて 

ハードディスクを Windows 2000のみで使う場合は、 [ NTFS ] のままじして 
ください。 

他の 0 S でも使う場合は、使う 0 S にも対応したファイルシステムをお使いくだ 
さぃ。 

詳しくは、【ファイルシステムじついて】 （98 ページ）をご覧ください。 


14 設定を確認して、院了]ボタンをクリックします。 

設定び正しいことを確認し、[完了]ボタンをク I 」ックします。 
与ノ -テイシヨンの作巧とフ3 -マットび行われます。 



E 
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Windows 2000でのフスーマット 


ほ フォーマットされます。 

[フ3-マット中]び[正窜]になるまでお待ちください。 



化 [コンピュータの管理]を閉じます。 

2£ j ボタンをク IJ ックします。 

lil 上で本製品はフオーマットされました。 

フオーマット後は、再起動せずにそのまま本製品を使えます。 
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Windows Me/98/95 でのフオーマット 


Windows Me /98/9 日で本製品をフ3—マットするための説明をします。 

Windows 98 をお使いの場合、 FDISK のアップ デー トが必要です 
詳しくは、6ぺージの※2をご賣ください。 


領域でフォーマットする方まです。 

他の SCSI インターフェイスをお使いの場合 

フホーマット方まじついては、その SCSI インターフェイスの取扱説明書を 
ご費じなる力、、 SCSI インターフェイスのメーカーにお問い合わせくださし、。 

基本 MS-DOS 領域を作りたい場合 
Windows 98の場合、1パーティションを 137 G バイトむ下にして〈ださい。 
137 G バイトより大きいパーティションじは、スキャンディスクを使えません。 


を 


ここで記載しているフナーマット方法について 
本製品を弊社製 SC - UPCI シリーズに接続してお使いの場合に、拡張 MS-DOS 


/パソコンを 「Command Prompt Only 」 で起動します。 

Windows Me の場合 

Windows Me の起動ディスクをフ□ッピーディスクドライブに入れ、 
パソコンの電源を入れます。 

ニューび表示されたら、「3」と入力して [ Enter ] キーを押します。 
Windows 98/95 の場合 

[ Ctrl ] キーを押したまま、パソコンの電源を入れます。 

ニューから [Command Prompt Only ] を選択します。 

※メニューが表示されない時は、パソコンが起動している途中で [ Ctrl ] キー 
を押したり、はなしたりしてください。 



Windows Me の起動ディスクを作るには 

① [ スタート ] 一[設定]一 [コントロール パネル]を開きます。 

② [アプリケーシヨンの追加と削除]アイコンをダブルクリックします。 

感[起動ディスク]タブをクリックします。 

® フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブじ挿入して、 
[ディスクの作成]ボタンをクリックします。 

《Windows Me の CD - ROM を要求されることがあります。 

感「このディスクのファイルは全て削除されます」という内容のメッセージ 
が表示されるので、 [0 K ] ボタンをクリックします。 

⑥進行が況の表示が消えたら、 [0 K ] ボタンをクリックします。 

自動で「 Help 」 が表示されたら… 

[ Alt ] 一 [鬥一[ X ]キーの順に押し、 「 Help 」 を終了してください。 
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Windows Me /98/95 でのフスーマット 


2 FD に K と入力し、に nter ] 年一を押しまず。 

3 下の画面が表示された場合は、 [ Y ] を入力します。 

下の参考をご覧じなり、 [ Y ] を入力して [ Enter ] キーを巧します。 


日12胞じ[上のディスクがあります.このバージ3ンの Windows て—口，大容量のディスク 
のサポートが强化され，ディスク領域を有劾に i 吏えるようになりました. S 服虹上の 
ドライブを1つのドライブとしてフオーマツトできます. 


重要： 大 容量 ディスクのサポートを 使用可能 にして，このディスクに新しいドライブ 
を作成した場合，ほかのオペしーティング システムを使ってこの新しいドライブに 
アクたスすることはできません （Windows 日日と Windows KT の特定のバージ3ン， 

凹前のバージョンの Windows と MS-D 日 S を含む）.また， FAT32 つマイルシステム 
用に設計されていないディスクユーティリティは，正苗に動作しません. 

このディスクでほかのオペしーティングシステムや似前のディスクユーティリティ 
にァクたスする必要がある場合，大宮量ドライブのサポートは使用しないでくださし、. 

大宮量ディスクのサポートを使用可能にしますか （Y/K). ?[互] 


4 「現在のハードディスクドライブを変更」を選択します。 

け」（現をの八ードディスクドライブを変更）を入力し、 [ Enter ] キー 
を巧します。 

[ [5]( 現在のハードディスクドライブを変更）の表示がない 

[Esc] キーで FDISK を終了し、【 ■ FDISK で[引の項目が表示されない】仰 
ページ）をご覧ください。 


5 本製品を選択します。 

使われていない八ードディスクの「ディスク」の番号を入力し、 [ Enter ] 
キーを巧します。 


40,8 0G バイトの本製品 120,160,2 加, 300G バイトの本製品 



使っていないドライブがない場合 

7 ^ [Esc] キーで FDISK を終了し、【 ■ FDISK で本製品が表示されない】 （91 ページ) 

を ご覧 〈ださい。 
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Windows Me /98/95 でのフスーマット 



表示について 

本製品の容量じよっては、 FDISK 内の表示がずれたり、末尾が表示されない 
場合があります。 

その場合でも問題なくお使いいただけます。 


dr MS - DOS 領域または論理 MS - DOS …」を選択します。 

「1」 （ MS - DOS 領域または論理 MS - DOS ドライブを作成）を入力し、 [ Enter ] 
キーを押します。 

7 「航長 MS - DOS 領域を作成」を選択します。 

「2」 G 広張 MS - DOS 領域を作成）を入力し、 [ Enter ] キーを押します。 

S 下記のような画面が表示されたら、 「100% J と入力し、 [ Enter ] キーを巧します。 

[Back Space ] キーで数字を削除してひら、「1日日%」と入力し、 [ Enter ] 
キーを巧します。 


ディスクの総容量は11447 M パイトです. （1 M バイト=104日日?目パイト） 

領域に害りリ当て巧前な最大領域は11446 イい.誦%) です. 

領域のサイスを1{バイトか全体に対する害り合で U ) 入力してください. 

拡張 MS - DOS 領域を作ります . : [ 100置] 


Me 160 G バイトレ: I 上の本製品をお使いの場合 
ス必ず[〇/〇]で入力して〈ださい。 

サイズをそのまま入力するちまでは、正し〈入力できません。 

(例：100パーセントを指定したい場合は、「10011と入力します。） 


本手順では、最大容量を割り当てています。 

ここ(こ最大容量を割り当てなかった場合、残りの容量は使えな〈なります。 
Windows 98でお使いの場合 

基本領域で約 137 G バイトお上のパーティションを作らないでください。 

約 137 G バイトお上のパーティションは、スキャンディスクを使えません。 

表示について 

本製品の容量じよっては、 FDISK 内の表示がずれたり、末尾が表示されない 
場合があります。 

その場合でも問題なくお使いいただけます。 




「領域のサイズ」について 

本製品の容量を、拡張 MS - DOS 領域でどれだけ使うかという設定です。 
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Windows Me /98/9 日でのフオーマット 


下のような画面が表示されたら、 [ Esc ] 年一を押します。 



f 領域 状態 種類 ホ、 、リュ-ムラ Y ) レ 

Mjr 仆 

诚テム 

巧 用 1 

1 EXT DOS 

11446 

3 UNKN 0 WN 

100 

拡張 MS - DOS 領域を作成しました. 




売けるには Esc キーを巧してください. 







10 下記のような画面が表示されたら、「論理ドライブ」の容量を入力します。 

[Back Space ] キーで数字を削除してから、「100%」と入力し、 [ Enter ] 
キー宮押します。 

义 Windows 98で 137 G バイトお上の本製品をお使いの場合は、 137 G お上にならない 
よ引こ！:％]で入力してください。 

その場合、手順//の画面が表示される前に、残りの容量を「論理ドライブ」じ 
する必要があります。 


論理ドライブは定義されていません. 

拡張 MS - DOS 領域口を部で1144日 M バイトです. （1 M バイト=104日日7■日バイト） 
論巧ドライブに害 ij リ当て可能な最大領域は11446 M バイトです. （310020 


論理ドライ7。のブイ r を Mr 仆かを体に巧する害恰 m で入力してくださし 


「論理ドライブのサイズ」の入力方法について 
必ず[〇/〇]で入力して〈ださい。 

サイズをそのまま入力する方までは、正し〈入力できません。 

(例：100パーセントを指定したい場合は、「10011と入力します。） 


「論理ドライブのサイズ」について 

拡張 MS-DOS 領域の中じどれだけの大きさのドライブ（パーティション）を 
作るかという設定です。 

ここでは、最大を割り当てて本製品を1つのドライブとして使います。 
表示について 

本製品の容量じよっては、 FDISK 内の表示がずれたり、末尾が表示されない 
場合があります。 

その場合でも問題なくお使いいただけます。 
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Windows Me/98/95 でのフスーマット 


// [ Esc ] キーを押します。 

下のよラに表示されますので、 [ Esc ] キーを押します。 


おお MS - DOS 領域の使用可能な領域はすべて 
論巧ドライブに害りり当てられています. 

結けるには Esc キーを巧してください. 


12 FD に K を終了します。 

さらに、 [ Esc ] キーを2回押します。 


13 Windows Me の場合は、起動ディスクを取り出します。 

14 パソコンを再起動します。 

防 trl ] + [ Alt ] + [ Delete ] キーを同時に巧し、バソコンを再起動します。 


巧 論理ドライブのアイコンを確認します。 

[マイコンピュータ]を開さます。表示されたドライブアイコンの中から 
論理ドライブのアイコンをお認します。 


それによって、下記のように表示されたら、本製品のアイコンです。 
Windows Me の場合 

[はい]ボタンをクリックして、その後手順/7じお進みくださし、。 



Windows 98 の場合 

[キャンセル]ボタンをクリックして、エラー画面を閉じてくださし、。 



り 

、参考 


本製品のアイコンの確認方法 
ハードディスクのアイコンをダブルクリックしてくださし、 
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Windows Me /98/95 でのフスーマット 



他のノ、ードディスクのドライブ文字 

他のハードディスクのドライブ文字が元の環境のままであることをご確認 
ください。 

ドライブ文字 

アイコンの名前のあとに表示される、 0に囲まれたアルファベット。 
WindowsI こ認識されたドライブ全てに表示される。 


化 表示された[フォーマット]をクリックします。 

本製品のアイコンをちクリックし、表示された[フ：マット]を 
クリックします。 

//随常のフォーマット]でフォーマットします。 

[通窜のフ 3- マット]を選び、[開5台]ボタンをク I 」ックします。 



①是巧 


②ク U ック 


18 に K ] ボタンをクリックします。 



巧 フォーマットが終わったら、スキヤンディスクをします。 

フ3—マットび終わると、画面上に結果とヘルプび表示されます。 
ヘルプの指示じしたびって、スキャンディスクを実行してください。 

20 パソコンをち起動します。 

スキャンディスクび終わったら、パソコンを再起動します。 


JiLh でフオーマットは終了です。本製品をお使し乂ださい。 
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Windows NT 4.0 でのフナーマット 


Windows NT 4.日で本製品をフオーマットするための説明をします。 


が 

/「管理ツール」を起動します。 

[スタート]一[プ□グラ厶]—[管理ツール]の順にク IJ ックします。 

2 「ディスクアドミニストレータ」を起動します。 

[管理ツール]一[ディスクアドさニストレータ]を選択します。 

み 


3 パーテイシヨンを作成します。 

① 本製品の空き領域をクリックします。 

② [バーテイシヨン]^ [作成]を選択し、作成するバーテイシヨン 
サイスを設定します。 

4 変更結まを反映します。 

作成した/《ーテイシヨンは、[ホフ: J - マット（末反映)]と表示されます。 
[パーテイシヨン]一[今すぐ変更を反映]を選択し、変更結果を保存 
してくださし、。 

与[未フ： J - マット(ホ反映)]から[不日月]に変わります。 

5 本製品をフォーマットします。 

① [不日月]のバーテイシヨンを選択し、[ツール]一[フォーマット]を 
選択します。 

② [ファイルシステ厶]と[ラベル]を設をし、 [0 K ] ポタンをク IJ ック 
します。 

◎確認画面び表示されます。 [0 K ] ボタンをクリックします。 

1^>1上でフォーマットは終了です。本製品をぉ使ぃくださぃ。 


「- - •に署名がありません」と表示された 
[はい]ボタンをクリックします。 



参考 


Administrator 権限でログオンして〈ださし、 

Windows NT 4.0 でハードディスクをフォーマットする場合は、 
Administrator 権限でログオンする必要があります。 


本製品を Windows Me /98/95 や MS-DOS と併用する場合 
併用する 0 S でフォーマットしてください。 
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Mac OS でのフナーマット 

Mac OS で本製品をフォーマツトするための説明をします。 


Mac OS X より前の OS でフオーマットする 




SCSI 八ードディスクに巧麻したフォーマッタソフトび必要です。 

別途、ご用意<ださし、。 

また、それを使ったフ3-マットの方まじついては、フオーマッタソフトの取あ説 
日月書をご覧 < ださい。 



推奨フオーマッタソフト 

ビー■エイチ ■ エー社製 rB ' sCrew for Macintosh 」 を推奨します。 

X ただし、標準 SCSI ポート （ D - sub 25 ピンもしくは HDI -30 ピン）じ接続して 
本製品をお使いの場合は、 B ' screw 2.1. 6)^ 降もし〈は 3.1. 21^降を推奨。 


ブラインド転送機能について 

お使いのフォーマッタソフトの「ブラインド転送」に関する機能は切って 
ください。 

設定方法については、フォーマッタソフトの取扱説明書をご覧ください。 
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Mac OS でのフスーマット 


F " Mac OS X でフォーマットする 



/画面が表示されたら、[初期化]ボタンをクリックします。 

=> [Disk Utility ] が起動します。 




上の画面が表示されない場合 
① 起動ボリユームのアイコンをダブルクリックします。 

感 [アプリケーシヨン]ボタンをクリックします。 

=>「アプリケーシヨン （AppI ications )」 が開きます。 

感 [ユーティリティ （Uti lities )] フホルダを開きます。 

® [ディスクユーティリテイの isk Utility )] アイコンをダブルクリック 
します。 


ク liDrive Setup ] ボタンがある場合は、クリックします。 


S 本製品を選択します。 

本製品を見おける方法じついては、下の参考をご覧<ださし、。 


み 本製品を見分ける方法 

一参を J 本製品を選キ尺したとき、[情報]タブに下記のようじ表示されます。 

ディスクの説明： 1-0 DATA HDXG ■■- 
接続バス ： SCSI 


^ [パーテイシヨン]タブをクリックします。 
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Mac OS でのフスーマット 


5 本製品を初期化します。 

① [ボリユー厶（バーテイシヨン）の方式]を [1 パーテイシヨン]に 
設ちします。 

② [フォーマット]を [Mac OS 拡張]じ設定します。 

③ [バーテイシヨン (0 K )] ボタンをク IJ ックします。 

Mac OS X 10.1 .2 の 場合 



が 

[ UNIX ファイルシステム]には設定しないでくださし、 

UNIX ファイルシステムじは対応しておりません。 



晓 

パーティションを分けたい場合は 

[ボリューム（パーティション）の方式]で、パーティション数を設定しま 
す。あとは、[分割][削除]ボタンや[サイズ]を変更して、調整します。 
※パーティションを複数作ると、[情報]タブの表示がおかしくなる場合が 
ありますが、動作(こ問題はありません。 
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Mac OS でのフスーマット 


ろ レくーテイシヨソボタンをクリックします。 

与巧期化び始まります。 



クルック 


7本製品のアイコンを確認します。 

デスクトツプ I こ本製品のアイコンびあることを確認します。 

□ 

JiLh で本製品を初期化できました。 
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Memo 
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基本操作について 



本製品を使ラ上での操作じついて説巧します。 
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基本操作について 


本製品の基本操作じついて説巧します。 


本製品の電源を入れる 


本製品を含むすべて SGS I 機器の電源は、パソコンの電源を入れる前に入れて 
ください。パソコンの電源を入れた後で、 SCSI 機器の電源を入れてち SCSI 機器 
が認識されない揚含げあります。 


電源を入れる手順に ついて 

ここで説明している方まは、一般的な SCSI インターフェイスのものです。 

SCSI PC カードなど起動方法が異なるものもあります。詳しくは SCSI インター 
フェイスの取扱説明書をご費ください。 


本製品の電源を切る 


本製品を含むすべて SCS I 機器の電源は、パソコンの電源を切った渡に切って 
ください。八ソコンの電源を切る前に、 SCSI ® 器の電源を切ると SCSI 機器の 
故障の原因となる揚合があります。 


電源を切る手順に ついて 

ここで説明している方法は、一般的な SCSI インターフェイスのものです。 

SCSI PC カードなど起動方法が異なるものもあります。詳しくは SCSI インター 
フェイスの取扱説明書をご費ください。 


モードを切り替える 


モードの切り誓えは、パソコンの電源を切った渡[こちってくださし、。 
パソコンの電源を切る前に、モードを切り替えると本製品の故障の原因となる 
揚合があります。 


モー ドの切り替え 

モードの切り替えについては、【モードを設定しよう】 （11 ページ）をご貴くだ 
さし、。 
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Super Multi Drive 設定ユーテイリテイ 


動作環境 . . 56 

Super Multi Drive 設定ユーティ U ティび巧麻している機種 • OS につい 
て説日月しています。 


_ Windows の場合 . . 57 

Windows 版 「Super Multi Drive 設定ユーティリティ」を使用する方を 
について説日月しています。 


_ Mac OS の場合. . 64 

Mac OS 版 「Super Multi Drive 設定ユーティリティ」を使巧する方まに 
ついて説日月しています。 
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動作環境 


ここでは 、 Super Multi Drive 設定ユーテイ U テイが巧麻している機種 • 0引こつし、 
て説明しています。 


対応機種 'XI 

対応 os 

NEC PC 98- NX シリーブ 

DOS / V マシン 

Windows Me /98/95, Windows XP ^^, 

Windows 2 日日日 ※？， Windows NT 4 .日•淵 

Apple Macintosh 

Mac OS 7.6 〜 9.2.1 


本ドライブしソ外から巧麻日 S を起動する必要びあのます。 


お使いの SC 引インターフェイスじは属している ASP I マネージャび組み込まれている 
必愛びあります。 

ASPI マネージャおよびその細み込みじついては各 SCSI インターフェイスの取扳説明書 
をご参照 <ださい。 

推奨 SCSI インターフェイス 

弊な製 SC - UPCI シリーブ〔が PI 接続ビューアをインストール） 
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Windows の場合 

ここでは、 Windows 版 「Super Multi Drive 設定ユーティ U ティ」を使用する方法 I こ 
ついて説明しています。 

•マルチドライブ分割比率変更機能(本ページ） 

• ドライブロック機能 (60 ページ） 


マルチドライブ分割比率変更機能 


プログラ厶モードに切り替える 


/パーティションがある場合は、すべて削除します。 

モードを変更する前に、印 ISK などで本製品のすべてのバーティション 
を削除します。 

ご購入後に本製品を一度も使用したことがない場合 
パーテイシヨンはありませんので、削除する必要はありません。 

そのまま次へお進み< ださし、。 


クプログラムモードに切り替えます。 

〔モードを設定しよラ】 （11 ページ）をご覧ください。 


切り替え時のを意 

-内蔵夕ーミネータの ON / OFF にごミ主意< ださし、。 


ユ ー~ f イリ了イで J ： ヒ率を変更3る _ 

3 本製品を含む SCSI 機器、パソコンの順に電源を入れます。 

4 「不明なデバイス」として認識される場合があります。 

その揚合は、[キャンセル]ボタンをク I 」ックします。 

5 ホかの CD - ROM を挿入します。 
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Windows の揚合 


夕 「 WSMDUTL 」 を起動します。 

[マイコンピュータ] 一 [ HDXG _ xxx ] 一 [ SIDUTL ] 一 [ WSMDUTL ] を 
順にダブルク I 」ックします。 

7 分割比率を変更したい本製品を選択します。 

本製品を複数お使いの揚合は、ここで選択します。 

8 [マルチドライブ分割比率変更]を選択します。 

9 [次へ]ボタンをクリックします。 

10 「表示」にて表示方法を選択します。 

容量を表示する単位、ちし<は割合を選択します。 

// [スライダーパ'—]、または「変更後」にて設定します。 

スライダーバーを移動、ちしくは「変更後」じ記入することで容量を 
設ちします。 

12 [次へ]ボタンをクリックします。 

13 内容を確認します。 

「変更前」と「変更後」の数値を確認し、良いなら[巧へ]ボタンを 
クリックします。 

、4 [完了]ボタンをクリックします。 

15 パソコン、本製品を含む SCSI 機器の順に電源を切ります。 


58 




Windows の揚含 


本製品をフォーマットする 


W 本製品のモードを変更します。 

[モードを設定しよラ】 （11 ページ）をご覧ください。 

切り替え時のを意 

-内蔵夕ーミネータの ON / OFF にごミ主意< ださい。 


77本製品を含む SCSI 機器、パソコンの順に電源を入れます。 

18 本製品を「物理フォーマット」などします。 

SCSI インターフェイスゆソフトウェアじより、物理フォーマット、 
もしく はデータ管理情報の消去を行います。 

詳細は、それそれの取あ説巧書をご参照< ださい。 

データ管理情報のミ肖去について 
本製品は物理フォーマットじ時間がかかります。 

データ管理情報の消去を巧うことができれば、物理フォーマットを巧う 
よりも短い時間で作業を終わらせることができます。 


19 本製品をフォーマットします。 

〔フオーマットしよラ】 （25 ページ）をご覧ください。 
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Windows の揚含 


ドライブロック機能 


本機能は□ックされていない本製品の揚合と、□ックされている本製品の揚合で、 
でさることび変化します。 

ご使巧の本製品に合わせて、お読み<ださし、。 


ロックされてし々い本製品の場合 


本製品を□ックします。 


プログラ厶モードに切り替える 


/プログラムモードに切り替えます。 

[モードを設定しよラ】 （11 ページ）をご覧ください。 

切り替え時のを意 

-内蔵夕ーミ本ータの ON / OFF にごミ主意< ださい。 

-モードスイツチの元の設ををメモしておいてくださし、。 


ユーテ イリテイでロックする 


2 本製品を含む SCSI 機器、パソコンの順に電源を入れます。 

3 「不明なデバイス」として認識される場合があります。 

その揚合は、[キャンセル]ボタンをク I 」ックします。 

か 添かの CD - ROM を挿入します。 

5 「 WSMDUTL 」 を起動します。 

[マイコンピュータ] 一 [ HDXG _ xxx ] 一 [ SMDUTL ] 一 [ WSM 叫 TL ] を 
順にダブルク I 」ックします。 

S ロックしたし、本製品を選択します。 

本製品を複数お使いの揚合は、ここで選択します。 

7 [ドライブロック]を選択します。 
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Windows の揚含 


s [次へ]ボタンをクリックします。 

9パスワードを設定します。 

同じバスワードを「パスワード」と「パスワードの確認入力」に入力 
します。 

10 [次へ]ボタンをクリックします。 

この時点で本製品はロックされます 
パスワードを設をし、[ホへ]ボタンをクリックした時点で、本製品は 
ロックされます。 

起動ドライブじ対して、ドライブロック機能を使用すると起動できなく 
なりますので、誤って設定しないようごミ主意ください。 

パスワードについて 

パスワードを忘れた場合は、本製品をお使いいただけません。 

また、弊社では紛失したパスワ~ドを調べることはできません。 

パスワードは忘れないようじ手帳などじメモしてお〈事をお勧めします。 
その隙は、メモは本製品とは別の場所に保管して〈ださい。 

※ここで設定したパスワードは、他のユーテイリテイでも共通です。 


// [完了]ボタンをクリックします。 

12 パソコン、本製品を含む SCSI 機器の順に電源を切ります。 

これで本製品はロックされました。 

解除するまで、ハードディスクとしてアクセスできません。 


61 





Windows の揚含 


ロックされている本製品の場合 


本製品の□ックを解除したり、パスワードを変更したりします。 

ユーティリティで解除■変更する 


/本製品を含む SCSI 機器、パソコンの順に電源を入れます。 

2 「不明なデバイス」として認識される場合があります。 

その揚合は、[キャンセル]ボタンをク I 」ックします。 

3 添付の C 卜 ROM を挿入します。 

か 「 WSMDUTL 」 を起動します。 

[マイコンピュータ] 一 [ HDXG _ xxx ] 一 [ SIDUTL ] 一 [ WSMDUTL ] を 
順にダブルク I 」ックします。 

5 作業したい本製品を選択します。 

本製品を複数お使いの揚合は、ここで選択します。 

夕[朽イブロック]を選択します。 

7 [次へ]ボタンをクリックします。 

8 今から何をするかを選択します。 

行いたい作業のタフをクリックします。 

ここからは、行ラ作業じよって分かれます。 


• [ドライブロックの解除]タブの場合 
タロックするときに設定したパスワードを入力します。 


パスワードについて 

パスワードを忘れた場合は、本製品をお使いいただけません。 

また、弊社では紛失したパスワ~ドを調べることはできません。 

パスワードは忘れないようじ手帳などじメモしておく事をお勧めします。 
その隙は、メモは本製品とは別の場所に保管してください。 
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w [次へ]ボタンをクリックします。 


Windows の揚含 


// [完了]ボタンをクリックします。 

12 パソコン、本製品を含む SCS 雌器の順に電源を切ります。 
13 本製品のモードを元に戻します。 

[モードを設定しよラ】 （11 ページ）をご覧ください。 

元の設定はメモしてありますか？ 

ロックするときにメモした設をにお戻し< ださい。 


これで本製品のロックは解除されました。 

ちびハードディスクとしての使用が可能となります。 

• レくスワードの変更]タブの場合 
9パスワードを設定します。 

「古いパスワード」に□ックするときじ設定したバスワード、「新しいバス 
ワード」と「新しいパスワードの確認」じ新しく設定したいバスワード 
を入力します。 

パスワードについて 

パスワードを忘れた場合は、本製品をお使いいただけません。 

また、弊社では紛失したパスワードを調べることはできません。 

パスワードは忘れないように手帳など I こメモしてお<事をお勧めします。 
その際は、メモは本製品とは別の場所 I こ保管してください。 

※ここで設をしたパスワードは、化のユーテイリテイでも共通です。 


10 [次へ]ボタンをクリックします。 

// [完了]ボタンをクリックします。 

/クパソコン、本製品を含む SCSI 機器の順に電源を切ります。 


これでパスワードは変更されました。 
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Mac OS の場合 

ここでは 、 Mac OS 版 「Super Multi Drive 設定ユーティリティ」を使巧する方まに 
ついて説明しています。 

•マルチドライブ分割比率変更機能(本ページ） 

•ドライブロック機能 (67 ページ） 


マルチドライブ分割比率変更機能 


プログラ厶モードに切り替える 


/パーティションがある場合は、すべて削除します。 

モードを変更する前に、フォーマッタソフトなどで本製品肉すベての 
バーティションを削除します。 

ご購入後に本製品を一度も巧用したことがない場合 
パーテイシヨンはありませんので、削除する必要はありません。 

そのまま次へお進み < ださし、。 


2 プログラムモードに切り替えます。 

〔モードを設定しよラ】 （11 ページ）をご覧ください。 


切り替え時のを意 

-内蔵夕ーミネータの ON / OFF にごミ主意< ださし、。 


ユーティリティで比率を変更する 

3 本製品を含む SCSI 機器、パソコンの順に電源を入れます。 

な 添付の C 卜 ROM を挿入します。 
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Mac 日 S の揚合 


5 rSMD utility 」 を起動します。 

「 HDXG _ xxx 」 CD - 邮 M のの [SMD Utility ] をダブルクリックします。 

6 [対象朽イブ]で、本製品を選択します。 

本製品を複数お使いの揚合は、分割比率を変更したい本製品を選択し 
ます。 

7 [マルチドライブ分割比率変更]を選択します。 

夕[次へ]ボタンをクリックします。 

9「表示」にて表示方法を選択します。 

容量を表示する単位、ちし<は割合を選択します。 

10 [デフオルト巧0%:50%)に設定]のチェックを外します。 

これを外すと、設定でさるよラにな0ます。 

元に戻したい揚合は、チェックを巧けてください。 

//「変更後」にて容量を設定します。 

ちし<は「変更後」じ入力することで容量を設ちします。 

12 [次へ]ボタンをクリックします。 

/夕内容を確認します。 

「変更前」と「変更後」の数値を確認し、良いなら[実行]ボタンを 
クリックします。 

14 [0 K ] ボタンをクリックします。 

15 パソコン、本製品を含む SCSI 機器の順に電源を切ります。 
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Mac OS の揚合 


本製品をフォーマットする 


W 本製品のモードを変更します。 

[モードを設定しよラ】 （11 ページ）をご覧ください。 

切り替え時のを意 

-内蔵夕ーミネータの ON / OFF にごミ主意< ださい。 


77本製品を含む SCSI 機器、パソコンの順に電源を入れます。 

18 本製品をフォーマット•イニシャライズします。 

〔フ オー マットしよラ】 （25 ページ）をご覧くださし、。 
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Mac OS の揚含 


ドライブロック機能 


本 機能は□ックされていない 本 製品の揚合と、□ックされている 本 製品の揚合で、 
でさることび変化します。 

ご使巧の 本 製品に合わせて、お読み<ださし、。 


ロックされてし々い本製品の場合 


本 製品を□ックします。 


プログラ厶モードに切り替える 


/プログラムモードに切り替えます。 

[モードを設定しよ ラ】 （11 ページ）をご覧ください。 

切り替え時のを 意 

-内蔵夕ーミ本ータの ON / OFF にごミ主意< ださい。 

-モードスイツチの元の設ををメモしておいてくださし、。 


ユー子イリテイでロック3 る _ 

2 本製品を含む SCSI 機器、パソコンの順に電源を入れます。 

3 添付の C 卜 ROM を挿入します。 

か 「SMD Utility」 を起動します。 

「 HDXG _) ax 」 CD - ROM のの [SMD Utility ] をダブルクリックします。 

5 [対象ドライスで、本製品を選択します。 

本 製品を複数お使いの揚合は、□ックしたい 本 製品を選択します。 

夕[ドライブロック]を選択します。 

7 [次へ]ボタンをクリックします。 
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Mac OS の揚含 


s パスワードを設定します。 

同じパスワードを「パスワード」と「パスワードの確認入力」に入力 
します。 

9 [ロック]ボタンをクリックします。 

この 時点で本製品は ロック されまず 
パスワードを設定し、[次へ]ボタンをクリックした時点で、本製品は 
ロックされます。 

起動ドライブじ対して、ドライブロック機能を使用すると起動できなく 
なりますので、誤って設定しないようご/ま意ください。 

パスワードについて 

パスワードを忘れた場合は、本製品をお使いいただけません。 

また、弊社では紛失したパスワ~ドを調べることはできません。 

パスワードは忘れないようじ手帳などじメモしてお〈事をお勧めします。 
その隙は、メモは本製品とは別の場所に保管してください。 

※このパスワードは、本製品の他のユーテイリテイでも共通です。 


10 [0 K ] ボタンをクリックします。 

//パソコン、本製品を含む SCSI 機器の順に電源を切ります。 

これで本製品はロックされました。 

解除するまで、ハードディスクとしてアクセスできません。 
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Mac OS の揚含 


ロックされている本製品の場合 


本製品の □ ックを解除します。 


ユー テ イリ テイでち军除する 


/本製品を含む SCSI 機器、パソコンの順に電源を入れます。 

2 添付の CD - ROM を挿入します。 

3 rSMD utility 」 を起動します。 

「 HDXG _) ax 」 CD - 邮 M のの [SMD Utility ] をダブルクリックします。 

4 [対象朽イブ]で、本製品を選択します。 

本製品を複数お使いの揚合は、□ック解除したい本製品を選択します。 

5 [ドライブロック解除]を選択します。 

夕[次へ]ボタンをクリックします。 

7 ロックするときに設定したパスワードを入力します。 

パスワードについて 

パスワードを忘れた場合は、本製品をお使いいただけません。 

また、弊社では紛失したパスワードを調べることはできません。 

パスワードは忘れないように手帳など I こメモしてお<事をお勧めします。 
その際は、メモは本製品とは別の場所 I こ保管して〈ださい。 

夕 [0 K ] ボタンをクリックします。 

夕 [0 K ] ボタンをクリックします。 

W パソコン、本製品を含む SCS 雌器の順に電源を切ります。 
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Mac OS の揚合 


// 本製品のモードを元に戻します。 

[モードを設定しよラ】 （11 ページ）をご覧ください。 

元の設定はメモしてありますか？ 

ロックするときにメモした設をにお戻し < ださい。 


これで本製品のロックは解除されました。 

再びハードディスクとしての使用が巧能となります。 
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HDXG シリーズ用診断•設定ユーティリティ 


動作環境 . . 72 

HDXG シリーブ用該断-設定ユーティ IJ ティび巧麻している機種- 0 S に 
ついて説日月しています。 


インス!ル-起動しよう . 73 

HDXG シリーブ用該断-設定ユーティ IJ ティを使えるよラにするための 
手順じついて説日月します。 


自己診断機能を使う . . 74 

白己診断機能について説日月しています。 


省電力機能を使う . . 75 

省電力機能じついて説日月しています。 


ドライブロック機能を使う . . 76 

ドライフ□ック機能じついて説巧しています。 














動作環境 


ここでは、 HDXG シリーブ用診断-設定ユーティ IJ ティび巧麻している機種- OS に 
ついて説明しています。 


対応機種 

対応 0 S 

NEC PC 98- I \1 X シリーズ 

D 0 S / V マシン 

Windows Me /98/95, Windows XP ^, 

Windows 2 日日〇 ※， Windows NT 4.0*^ 


《お使し proses I インターフ I イスに付属してし>る ASP I マネージャび組み込まれている 
必 1要びあります。 

ASP I マネージャおよびその組み込みじつし > ては各 SCS I インターフェイスの取あ説日月書 
をご参照 < ださし、。 

巧奨 SCSI インターフェイス 

弊社製 SG-UPCI シリーズ（貼 PI 接続ビューアをインス!ル） 
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インストール■起動しよう 


HDXG シ I 」ース用診断-設定ユーティリティを使えるよ5じするための手順について 
説巧します。 

づ - J レ j 

/ 「HDXG シリーズサポートソフト」を挿入します。 

クインストールします。 

[マイコンピュータ] 一 [ HDXG _ xxx ] — [ SETUP ] の順にダブルク U ック 
します。 

与インス! -- ラーび起動します。 

あとは、画面の指示に従って<ださし、。 


起動 


HDXG シ I 」ーブ用診断-設定ユーティリティを起動する方法は、2通りあります。 


[スタート]ボタンから起動する 

[スタート]一[プ□グラ厶] 一 [ HDXG シ IJ - プヴポートソフト]— 
[ HDXG シリース用該断-設定ユーティ IJ ティ]の順にク IJ ックします。 
^ HDXG シリーブ用診断-設定ユーティ IJ ティび起動されます。 


本製品のアイコンから起動する 

① [マイコンピュータ]を開きます。 

② 本製品のアイコンをちクリックします。 

◎表示されたメニューの[プ□パティ]をクリックします。 

与プ□パティのじ HDXG シリーブ用診断-設定ユーティ IJ ティ用のタブび 
表示されます。 


巧 


本製品がフォーマットされている必要があります 
本製品のアイコンから起動する場合は、本製品がフォーマットされている 
必要があります。 


み 


ドライブがロックされている場合は、[スタート]ボタンから起動して〈ださい 
本製品のアイコンからは起動できません。 











自己診断機能を使う 


自己診断機能とは、ネ製品の自己該断を実施し、不具合がないか調査する機能です。 

/ [自己診断]タブをクリックします。 


本製品の アイコン カ、ら起動した場合 

本製品のアイコンから HDXG シリーズ用診断-誤をユーティリティを起動した 
場合は、[自己該断]の[実施]ボタンをホにクリックしてから、手順3 
へお進み〈ださい。 


2 診断する本製品を選びます。 

[ドライブ]じ HDXG シリースが表示されています。 
ク I 」ックし、診断するドライブを選んで<ださし、。 

3 診断方法を選びます。 



ベリファイチェックについて 

スキャン（チェック）ディスクの[完全]とほぼ同じ診断を「より高速に」 
巧います。 


4 [診断開始]ボタンをクリックします。 

与診断び始まります。 

5 診断結果が表示されます。 

診断び終わると、結果を示す画面び表示され、[ドライブの自己診断]の 
巧のに該断結果を示すマーク（〇， X ，! ) び表示されます。 

I "診断結まが X だった場合 
故障の可能性があります。 

内容のバックアップを巧った上で、弊な修理係までお送りください。 

診断結まが！だった場合 
データが壊れています。 

データ修復のため、スキャン（チェック）ディスクを[完全]で巧って <ピ 
さし、。 
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省電力機能を使う 


省電力機能とは、本製品独自の省電力を行ラための機能です。 


jArf 本製品のアイコンから起動した場合 

本製品のアイコンから HDXG シリーズ用診断-設をユーティリティを起動した 
場合は、[省電力]の[誤を]ボタンをホにクリックしてから、手順3へ 
お進みください。 


/ [省電力]タブをクリックします。 

2 設定する本製品を選びます。 

[ドライブ]じ HDXG シリースが表示されています。 

ク I 」ックし、設定するドライフを選んで<ださし、。 

3 ハードディスクの省電力設定を選びます。 

その状態になるまでの時間を設をします。 

[設をしない]を選択した揚合、そのが態になることはありません。 


省電力状態について 

,#% J アイドリングが態：通常が態よりも消費電力を押さえる状態 

スタンバイが態：アイドリングが態よりも消費電力を押さえる状態 


クに K ] ボタンをクリックします。 

5 [はし、]ボタンをクリックします。 

与> バソコンび再起動されます。 

(パソコンじよっては、手動で再起動してくださし、） 
再起動されてくると、省電力の設定びち巧になっています。 
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ドライブロック機能を使う 


ドライブ□ック機能とは、パスワードを設定して本製品を使えないよラじする 
機能です。 

I " 本製品を起動ドライブとして使っている場合 

ドライブロックすると、パソコンが超動しな〈なります。 

誤って設定しないようごま意〈ださい。 

本製品のアイコンカ、ら起動した場合 

本製品のアイコンから HDXG シリーズ用診断-設をューティリティを起動した 
場合は、[パスワード]の[設を]ボタンを先にクリックしてから、手順3 
へお進み〈ださい。 


/レくスワード]タブをクリックします。 

2 ロックする本製品を選びます。 

[ドライブ]じ HDXG シリースが表示されています。 

ク I 」ックし、□ック/□ック解除するドライブを選んでください。 


3 [ドライブをロックする]をチェックします。 

□ック解除する揚合は、[□ックを解除する]をチェックします。 


4パスワードを設定します。 

ロックする場合 [バスワード]と[パスワードの確認入力]じ同じ 

パスワードを入力します。 

ロック解除する場合[バスワード]じ□ックしたときのパスワードを 
入力します。 


に^パスワードについて 

考 パスワードは、半角英数字にて16文字な巧で入力して〈ださい。 

※このパスワードは、本®品の化のユーテイリテイでも共通です。 


5 にのパスワードでロック]ボタンをクリックします。 

□ック解除する揚合は、[□ックを解除する]ポタンをクリックします。 
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Memo 



easy Boot Menu 


_ 起動しょう ..80 

easy Boot Menu を起動する方まについて説日月しています。 


自己診断機能を使う . . 81 

白己診断機能について説日月しています。 


省電力機能を使う . . 83 

省電力機能じついて説巧しています。 


ドライブロック機能を使う . . 84 

バスワード□ック機能じついて説日月しています。 


マルチドライブ分割比率変更機能を使う . 85 

マルチドライブ分割比率変更機能じついて説明しています。 
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起動しよう 


ここでは 、 easy Boot Menu を起動する方法じついて説明しています。 

I "動作環境 

,#% J 本製品が弊社製 SC-UPCI シリーズに接続されていること。 

easy Boot Menu 

弊な製 SC-UPCI シリーズじよって起動されるメニューです。 

本製品の各磯能を、 0 S を起動せずに使えます。 

/パソコンを起動します。 

2 [な川キーと山]キーを 押します。 

SC - UPCI シリープのデバイススキャン時に、 [ Ctrl ] + [ U ] キーを押し 
ます。 

=>easy Boot Menu び起動されます。 

["デバイススキヤン 

»# j |_を続している SCSI 機器の名前が表示される状態 I 

3 設定する本製品を選びます。 

[1][1] キーで本製品を選び、 [ Enter ] キーを押します。 
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自己診断機能を使う 

自己診断機能とは、ネ製品の自己誇断を実施し、不具合がないか調査する機能です。 


設定内容 

作業方法 

本製品を診断する 

【診断する】（ネページ） 

パソコン起動時の診断について設定する 

〔起動時の診断設を】 （82 ページ） 


^ _ 診斷する _ J 

/ [ Tab ] ボタンを巧します。 

^ページび切り营わります。 

2 診断をします。 

[ Diagnosis ] 、 [Detailed Diagnosis ] 、 [Verify Check ] を選び、 
[スペース]キーを巧すと該断されます。 

与診断び終わると、診断結果び表示されます。 



が 


[Verify Check ] について 

スキャン（チェック）ディスクの[完全]とほぼ同じ診断を「より高速に」 
巧います。 


診断結果が [ NG ] だった場合 
故障の可能性があります。 

内容のバックアップを取った上で、弊社修理係までお送りください。 

診断結果が [ Warning ] だった場合 
データが壊れています。 

データ修復のため、スキャン（チェック）ディスクを[完全]で行ってくだ 
さし、。 


3 [ Esc ] キーを2度巧します。 

与 easy Boot Menu を終了します。 
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白己診断機能を使ラ 



起動時の診断設定 


[ Tab ] ボタンを押します。 

与ページび切り营わります。 



2 起動時の診断について設定します。 

[Diagnosis on Boot ] を、[スぺース]キーで設定します。 

[ Disable ] に設定した揚合、バソコン起動時に自動的に診断されなくなり 
ます。 


3 [ Esc ] キーを2度巧しまず。 

=>easy Boot Menu を終了します。 



が 


起動時の診断に ついて 

パソコンを起動するときじ、自動的に診断されます。 

本製品を診断して、問題がなかったときは特に何も表示されません。 
問題が発見された場合、問題があった機器が表示されます。 


診断結果が [ NG !] だった場合 
故障の可能性があります。 

内容のバックアップを取った上で、弊社修理係までお送りください。 

診断結果が [ Warning ] だった場合 
データが壊れています。 

データ修復のため、スキャン（チェック）ディスクを[完全]で行ってくだ 
さし、。 
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省電力機能を使う 


省電力機能とは、本製品独自の省電力を行ラための機能です。 

/省電力状態までの時間を設定します。 

[Idle Timer ] と [Standby Timer ] を、[スペース]キーで設定します。 
卜じ設をした揚合、その!)犬態になることはありません。 


省電力が態について 

参考 J Idle :通常状態よりも消費電力を押さえる状態 

Standby ; Idle よりも消費電力を押さえる状態 


2 設定が終わったら、に nter ] キーを押します。 

3 確認が出るので、 [ Y ] キーを押します。 

^設をび保をされます。 

な [ Esc ] キーを押します。 

与 easy Boot Menu を終了します。 

5 パソコンを再起動します。 

再起動を要巧されますので、/《ソコンを再起動して < ださい。 
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ドライブロック機能を使う 


ドライブ□ック機能とは、パスワードを設定して本製品を使えないよう[こする 
す幾能です。 

I " 本製品を起動ドライブとして使っている場合 

ドライブロックすると、パソコンが起動しなくなります。 

誤って設定しないようごミ主意〈ださい。 


/ liDrive Lock / Unlock ] を選びます。 

[Drive Lock / Unlock ] を選び、[スペース]キーを押します。 
与八スワード入力の画面げ表示されます。 


2 パスワードを入力します。 

ロックする場合 

① [ Password ] じパスワードを入力し、 [ Enter ] キーを押します。 

質 [ Verify ] に同じパスワードを入力し、 [ Enter ] キーを押します。 
ロック解除する場合 

[ Password ] にパスワードを入力し、 [ Enter ] キーを押します。 


に^パスワードにつし、て 

,#% J パスワードは、半角英数字じて16文字む内で入力してください。 

※ここで設定したパスワードは、他のユーテイリテイでも共通です。 


3 確認が出るので、[丫]キーを押します。 

^設定が保をされます。 

か [ Esc ] キーを押します。 

=>easy Boot Menu を終了します。 

5 パソコンを再起動します。 

再起動宮要おされますので、八ソコン咨再起動してください。 



パスワードは大事に保管してくださし、 

パスワードを忘れた場合は、本製品をお使いいただけません。 

また、弊なでは紛失したパスワードを調べることはできません。 

パスワードは忘れないようじ手帳などじメモしておく事をおすすめします。 
その隙は、メモは本製品とは別の場所に保管して〈ださい。 
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マルチドライブ分割比率変更機能を使う 


マルチドライブ分割比率変更機能とは、マルチドライブモードの分割されている 
比率を変更する機能です。 


プログラムモードにして〈ださい 

この機能を使うときは、プログラムモードにする必要があります。 
作業が終わったら、元の設定に戻してください。 




/ [ Tab ] ボタンを押します。 

与ページび切り营わります。 


2 に hange of Dividing Drive Capacity ] を選びます。 

[Change of Dividing Drive Capacity ] を選び、[スぺース]キーを押し 
ます。 

^分割比率変更の画面び表示されます。 


3 容量•比率を設定します。 

容量と比率から変更することびでさます。 

それぞれの数値の「けた」を選んで設定します。 
[スペース]キー：「けた」の数値が増化する 
[Backspace] キー：「けた」の数値が減少する 
数字キー ：「けた」の数値がその数字になる 

設定び終わったら、 [ Enter ] キーを巧します。 

^設定は記録されました。前の画面に戻ります。 



4 さらに [ Enter ] キーを押します。 


5 確認が出るので、 [ Y ] キーを押します。 

^設をび保をされます。 


夕 [ Esc ] キーを押します。 

=>easy Boot Menu を終了します。 


7 パソコンをち起動します。 

再起動を要巧されますので、/《ソコンを再起動して < ださい。 
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Memo 


86 



本製品を使っていて、異常びあつたときじご覧くださし、。 


88 


ファイルシステムについて . 98 

ファイルシステ厶じついて説日月します。 


ノーマルけマルチドライブで切り替える . 100 

ネ製品のモードを「ノーマルモード」け「マルチドライブモード」と 
切り营える揚合の手順 I こついて説日月します。 

_ 用語解説 _ ]. 103 

本書巧の用語を説巧します。 


ホプシヨン品 . . 104 

ネ製品のオプション品をご紹介します。 



本製品の仕様を説明します。 


105 
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本製品を使っていて、異當びあったとさにご覧ください。 


起動時のトラブル 


デバイススキヤンに本製品が表示されない 


ンが起動しない 


Windows で本製品が「その他のデバイス」として認識される 



フオーマット時のトラブ J レ 


- FDISK で[引の項目が表示されない 
- FDISK で本製品が表示されない 


FDISK で、実際の容量よりも確保できる容量が少ない 


FDISK で、 2047 M バイトな上の領域を確なできない 


全容量を使えない 


Mac OS でのフオーマツト時にパソコンが動かなくなる 


Mac OS でのイニシャライズ時にパソコンが動かなくなる 


ディスクの管理でフオーマツト時に、パーティシヨンのサイズをマウ 
スで設定できない 



使用中のトラブル 


本製品のアイコンが表示されない 


ピー元の倍な上の容量になる 


-が表示され、スキヤンディスクをかけられない 


Mac OS X で Disk First Aid をかけると エラーが 表示される 
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困った時には 


起動時のトラブル 


デバイススキヤンに本製品が表示されなし、 J 


SCS 雌器が正し〈取りかけられていない 

パソコンとをての周辺機器の電源を切り、本製品を含むをての 
SCSI 機器の接続を確認してくださし、。 

また、モードスイッチの肉蔵ターさネータじついてちご確認 
くださし、。 

SCSI 機器に電源が入っていない 

パソコンとをての周辺機器の電源を切り、本製品を含むをての 
SCSI 機器の電源を入れてください。 

SCS 卜のが重複している 

パソコンとをての周迈機器の電源を切り、本製品と他の SCS I 機器 
じ SCS I - 1 D の重複がないよラに設定し直してください。 

SCSI インターフェイスが本製品の SCS 卜 ID を認識しない 
設定になっている 

SCSI インターフェイスび、ネ製品の SCSI - ID を認識しないようじ 
設定されている可能'性びあります。詳細は、お使いの SCSI イン 
ターフェイスの取あ説明書をご覧< ださい。 

モード切替スイッチが1，2,9,10に設定され てし、 る 

モード切曽スイッチを、使用するモードに設をしてください。 


原因6 


SGS レくスの状態が不安定である 

接続機器の接続順度ゆ、接続ケーブルを変更してみて< ださい。 
また、接続ケーブ^レび長すぎないか確認して<ださし、。 

( SCS I インターフェイスの取あ説日月書参照） 
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困った時には 


パソコンが起動しない 

デバイススキャンに本製品力巧ホされない 

〔デバイススキャンに本製品び表示されない】 （89 ページ）を 
ご覧 < ださし、。 


( Windows で本製品が「その他のデバイス」として認識される ) 

J 间口 ■ モ-ドをプログラムモ-ドにしている 

プ□グラ厶モードじしている必要びない揚合は、モードを切り曽 
えてくださし、。 
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困った時 I こは 



原因1 

I 

原因2 

■ 

原因3 


SCSI PC 力ードや BIOS の無し、 SCSI ボードに接続して 
使用している 

FDISK では初期化-領域確保はでさません。 

各 SCS I インターフェイスの取あ説巧書を参照し、作業を行ってく 
ださい。 

起動ディスクから起動してし々い 

〔フ：マットしよラ】 （25 ぺージ）をご覧くださし、。 

SCSI インターフェイスの BIOS を使用しない設定になって 
いる 

SCS I インターフェイスの B 1 0 S を使用する設をにした後、ちラ 
-度印 ISK を起動してください。詳しくは、 SCSI インターフェイ 
スの取あ説巧書をご覧 < ださし、。 


原因4 


デバイススキャンに本製品が表示されない 

〔デバイススキャンに本製品び表示されない】 （89 ページ）を 
ご覧 < ださし、。 



FDISK で、実際の容量よりも確保できる容量が少ない 


国 


原因 


SCSI インターフェイスが誤認識、もし〈は対応して 
いない 


SCS I インターフェイスの巧麻ゆ誤認識については、 SCS I インター 
フェイスのメーカーじお問い合わせくださし、。 
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困った時には 


_ FD に K で、 2047M バイトお上の領域を確保できない_ ) 

大容量ディスクのサポ-卜を使用可能にしていない 

ファイルシステ厶の仕様により、 2047 M パイトが上の領域は確保 
でさません。 


全容量を使えない 



SCSI インターフェイスが本製品の容量に対応して 
いない 


お使いの SCS I インターフェイスのメーカーにご確認ください。 


Mac OS でのフォーマット時にパソコンが動かなくなる 

(^1^ フォ-マットのオプション設定が正しくなし、 

フォーマットの設をで「を体を0で埋める」等の項目があった 
揚合は、使わないよラに設をして<ださい。 


_ Mac OS でのイニシャライズ時にパソコンが動かな〈なる ) 

-部の Macintosh および Performa の仕様である 

フォーマッタソフトの「ブラインド転送」に関する設をを使わな 
いよラにしてくださし、。 


/ディスクの管理でフォーマット時に、パーティシヨンのサイズを 
I マウスで設定できない _ 



容量によっては、マウスで設定できない 


キーボードによる入力で設定して<ださし、。 
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使用中のトラブル 


困った時には 


本製品のアイコンが表示されない 


原因1 


「更新」されていない (Windows のみ） 

[マイコンピュータ]の[表示]一[最新の情報に更新]を 
ク I 」ックしてくださし、。 


原因2 


正し〈領域確保•フォーマットされてし、ない 

〔フ；マットしよう】 （25 ぺージ）をご覧くださし、。 


原因3 


SCSI インターフェイスが正常に認識されていない 

SCS I インターフてイスび正唐に認識されているひを 、 SCS I イン 
ターフェイスの取あ説明書をご覧になってご確認 < ださし、。 


原因4 


デバイススキャンに本製品が表示されない 

〔デバイススキャンじ本製品び表示されない】 （89 ページ）を 
ご覧 < ださし、。 


原因5 


ダイナミックディスクにした本製品を他のパソコン/ 0 S に 
接続した 

〔ダイナミックディスクの認識方法】 （95 ページ）をご覧くださ 


い。 
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困った時には 


Mac OS で、データがコピー元の倍な上の容量になる 

コピ-元とコピ-先でパ-テイシヨンタイプが違う 

コピー巧を 「 HFS + J 形巧にすると、ファイルの管理び効率化 
されます。 


エラーが表示され、スキヤンディスクをかけられない 



Windows 98 で、 137 G バイト Jil 上の パーテイシヨンに スキ ヤ 
ンディスクをかけている 


Windows 98では、 137 G バイト U •(上のパーティシヨン I こスキャン 
ディスクをひけることびできません 。 [Windows Me /98/95 での 
フ3—マット】 （41 ぺージ)の作業ので、パーティシヨンを 137 G 
バイトし M 下に設定してください。または、マルチドライブ機能 
(12 ぺージ)で、ドライフを 137 G バイト U •(下に設定してくださし、。 


( Mac OS X で Disk First Aid をかけると エラーが 表示される 1 

ボリューム(パーティシヨソの名前に、日本語を 
使っている 

名前を半角英数字のみを使ってけけてください。 
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困った時には 



ダイナミックディスクの認識方法 




この手順は本製品のアイコンが表示されない時の解ミ夫方まです 
まずは、【本製品のアイコンが表示されない】 （93 ページ）をご覧くださし、。 


/「コンピュータの管理」を起動します。 

Windows XP 

① [スタート]をク I 」ックし、表示された[マイコンピュータ]を 
ちク IJ ックします。 

② 表示された[管理]をクリックします。 

=4 [コンピュータの管理]び起動されます。 

Windows 2000 

① [マイコンピュータ]をちクリックします。 

② 表示された[管理]をクリックします。 

与[コンピュータの管理]び起動されます。 


2 [ディスクの管理]をクリックします。 

[記憶域]^ [ディスクの管理]をクリックします。 


当 フ7イルの瓶おがをモが 


J] 皿 I [面固 I 沒 


コ> ビュータの宫巧（□一カル) 


%システムツール 
田画!イベントむ-ア 
田資おちフォルタ’ 

田 ミ 5 口ー カル ユーザ、 ヒヴルづ 
因坦バフォ-マンス□ヴと管告 
古デバイスマネージ 



サーピスヒアプリケーション 


95 


























困った時には 


3 「お式の異なるディスクのインポート」画面を表示します。 

① 異形巧となっているディスクをちクリックします。 

② 表示された「お式の異なるディスクのインポート」をク I 」ックします。 
与 「お式の異なるディスクのインポート」画面が表示されます。 


舜ナ氯スゥ 

1 ① ちクリック\ 

1 

r ^ 

ま お巧 

化ザの坦わス早 vTh / Ti イ、，ザー km 

し^ ( D クリック J 


ペーシック ディスクにを巧するに） 



な インポートするディスクを選びます。 

① 「お式の異なるディスクグループ（セット）」にチェックび巧いている 
ことを確認します。 

② [0 K ] ボタンをクリックします。 

与「お式の異なるディスクのボリュー厶（の確認）」画面び表示され 


ます。 


お巧のをなるディスクのインポ- 
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困った時には 


5 インポートするディスクを確認します。 

① の容を確認します。 

② [0 K ] ボタンをクリックします。 

与ダイブ5ックディスクの認識び始まります。 


お式の兵ねるディスウのボリューム r ? |1乂 I 



ら 本製品のアイコンを確認します。 

「マイコンピュータ」肉に本製品のアイコンびあることを確認します。 

lii 上で認識が可能となります。 


ベーシックディスクでお使いになることをおすすめします 
考 データを化の H 邮など I こバックアップしたを、【フホーマットしよう】 （25 

ページ）をご覧になり、フォーマットしなおすことをおすすめします。 
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ファイルシステムにつし、て 


ファイルシステ厶じついて説巧します。 



ファイルシステ厶 




ファイルの管理方巧のこと。 

パーテイシヨンは、何らひのファィルシステ厶を^^じ作巧される。 


0 S 毎の使用できるファイルシステム 




日 S によって、使用でさる（作成でさる）ファイルシステ厶び異なります。 

複数の 0 S で八ードディスクを併巧する際のバーテイシヨンの作成時には、下の表を 
参照して併用でさるファイルシステ厶を確認して < ださし、。 


例えば 、 Windows Me と Windows XP では、 「 FAT 32」「 FAT 16 ( FAT )」 のファイルシス 
テ厶で八ードディスクじバーティシヨンを作成（フォーマット）すれば併用できま 
す。 （「 NTFS 」 でパーテイシヨンを作成すると併巧できなくなります。） 


使用 0S ( バージョン） 

ファイルシステム 

NTFS 

FAT32 

FAT16 

(FAT) 

Windows XP 

O 

が 1 

が2 

Windows 2000 

O 

が 1 

が2 

Windows Me 

X 

〇 

〇 

Windows 98/95 OSR 2 

X 

〇 

〇 

Windows NT 

O 

X 

〇鮮 


〇 :使巧巧 X :使巧不可 


作成できる容量は口 2G バイト」までですが、認識できる容量は 「2T バイ 
卜」までであることにご;'主意< ださい。 

X2 他の 0S と併用する場合には、1パーテイシヨンのサイズを r2047M バイ 
卜」な下に設まする必要があります。 
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ファイルシステ厶について 


r ファイルシステムとその特徴 



フアイ J レ 
システム 

特徴 

NTFS 

1パーティションあたりの最大容量は、「約408,000,00 0T バイト」です。 

ただし、 Windows Me/98 ではアクセスできません。 

FAT32 

Windows XP, Windows 2000 

1パーティションあたりの作成できる最大容量は、「約 32G バイト」 

です。 

ただし、 Windows Me/98 でフォーマツトされた FAT32 のパーティショ 

ンを「約 2T バイト」まで認識できます。 

Windows Me/98/95 OSR 2 

1パーティションあたりの最大容量は「約 2T バイト」です。 

FAT (16) 

Windows XP, Windows 2000, Windows NT 4.0 

1 パーティションあたりの最大容量は、「約 4G バイト」です。 

ただし、 Windows 98などで使用する場合は、 「2|047M バイト」まで 

にする必要があります。 

Windows Me/98/95 OSR 2 

1パーティションあたりの最大容量は、 「2,047M バイト」です。 
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ノーマルだ^マルチ ドライブで切り替える 


ここでは、本製品のモードを「ソーマルモード」から「マルチドライブモード」へ、 
また逆に「マルチドライブモード」から「ノーマルモード」へと切り替える揚合の 
手順[こついて説日月します。 


本作業を巧うと 

本作業を巧うと、本製品内に保存された内容はすべて消えてしまいます。 
必要なデータを他のハードディスクなどに保存した後で、本作業を行ってくだ 
さい。 

モード切替スイッチを切り替える前に 

ここの手順では、モード切替スイッチを切り替える前に何らかの作業を行う 
場合があります。 

必ず、手順におって作業を行ってください。 
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ノーマル o マルチドライブで切り曽える 


Windows の場合 


/本製品内のすべてのパーティシヨンを削除します。 

FDISK などで本製品肉のすべての/《ーティシヨンを削除します。 

マルチドライフモードでお使いの揚合は、両ドライブとちバーティシヨ 
ンを削除して < ださい。 

2 パソコン、本製品を含む SCS 雌器の順に電源を切ります。 

3モ —ドスイッチを切り替えます。 

モードスイッチの設をについては、[モードを設定しよラ】 （11 ページ) 
をご覧 < ださし、。 

4 本製品を含む SCSI 機器、パソコンの順に電源を入れます。 

5 本製品を「物理フォーマット」などをします。 

SCSI インターフェイスやソフトウェアじより、物理フォーマット、 

ちし< はデータ管理情報の消去を行います。 

詳細は、それそれの取あ説巧書をご参照< ださい。 

データ管理情報のミ肖去について ' 

本製品は物理 フホーマット I こ 時間がかかります。 

データ管理情報のミ肖ちを行うことができれば、物理フォーマツトを行う 
よりも短い時間で作業を終わらせることができます。 


夕本製品をフォーマットします。 

[フオーマットしよラ】 （25 ぺージ）をご覧になってフ： J - マツトして 
ください。 
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ノーマル o マルチドライブで切り曽える 


Mac OS の場合 


/本製品内のすべてのパーティシヨンを削除します。 

フ3—マッタソフトなどでネ製品ののすベてのパ-ティシヨンを削除 
します。 

マルチドライフモードでお使いの揚合は、両ドライブとちバーティシヨ 
ンを削除してください。 

2 パソコン、本製品を含む SCSI 機器の順に電源を切ります。 

3 モードスイッチを切り替えます。 

モードスイッチの設をについては、[モードを設定しよラ】 （11 ページ) 
をご覧 < ださし、。 

4 本製品を含む SCSI 機器、パソコンの順に電源を入れます。 

5 本製品をフォーマット-イニシャライズします。 

[フオーマットしよラ】 （25 ぺージ）をご覧になって、フオーマツト- 
イニシャライスしてくださし、。 
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用語解説 


SCSI (Small Computer System Interface ) [ス カジ ー ] 

バソコンと八ードディスク、 CD - 帖 M ドライブ等の周辺機器を接続するため 
のインターフェイス規格。 


I ケンジントンスロット 

ケンジントン□ックじ合ラように作られたセキユ I 」テイ-ス□ット。 

ケンジントン□ックを、固定されたををなちの（机ゆラックなど）に巻さ 
付けたあと、ス□ットに差し込んで縫をひけることで盗難などを防ぐ。 



Kensington マイクロセーバー 

本製品のケンジントンスロットに合うケンジントンロックです。 
詳しくは、こちらのホームページをご覧ください。 

http :// w 脚 W . nanayojapan . co .」 p / microsaver / index . html 


I 夕ーミネータ 

終端抵抗。 

複数の SCS I 機器を接続する揚合に、終端部分で信号び反射しないよラに 
接続する。 

SCSI インターフェイスじ接続する一番遠い SCSI 機器じは、夕ーミネータを 
接続しなければならない。 


■ フトマット 

/\-ドディスクを使えるよラじするために必要な作業。 
化に、イニシャライブゆ初期化などと呼の'ことちある。 
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オフシヨン品 


♦ SCSI 接続ケーブル(ハイ • インピーダンスタイプ) 


型番 

長さ 

タイプ 

A 50- A 50 

75 cm 

D-sub 八ーフピッチ日 0 ピン OD-sub 八ーフピッチ日 0 ピン 

A 50- A 50 -M 

5日 cm 

A 50- A 50 -S 

3日 cm 

A 50- A 50 -SS 

1日 cm 

A 50- H 50 

75 cm 

D-sub 八ーフピッチ5日ピンけ 

アンフエノール八ーフピッチ日日ピン 

A 日 0- H 50 -S 

3日 cm 

F 50- A 50 

75 cm 

アンフエノールフルピッチ日0ピンけ 

D-sub 八ーフピッチ5日ピン 

AP 30- A 50 

48 cm 

HDI 30 ピン OD-sub 八ーフピッチ50ピン 

CBSCn-A50-L^ 

75 cm 

専用2日ピン台 D-subA — フピッチ日日ピン 


乂 弊な製 CBSC n シリーズ, PCSC - F シリーズ専巧ケーブル。 

デイジーチェーン接続にはお使いいただけません。 

50cm のデイジーチ;!:ーン接続可能なケーブルをパ'-ジョンアップ窓□にて案内して 
おります。ご入用の場合はお問い合わせください。 


♦夕ーミネータ、変換コネクタ 


型番 

タイプ 

TA - A 50 

アクティブ•夕ーミネータ D-sub 八ーフピッチ日0ピン 

AD - SC/AH 

変換コネクタ D-sub 八ーフピッチ日日ピン（メス)け 

アンフエノール八ーフピッチ日0ピン（スス） 

AD - SC/HA 

変換コネクタアンフエノール八ーフピッチ日日ピン 

(メス) OD-sub 八ーフピッチ50ピン（スス） 
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ハードウてア仕様 


• HDXG - S シリーズ 


型式番号 

HDXG - S 40 

HDXG - S 80 

HDXG - S 120 

HDXG - S 160 

HDXG - S 250 

HDXG - S 300 

データ容量(バイト）* 

約 40 G 

約 80 G 

約 120 G 

約 160 G 

約 250 G 

約 300 G 

セクタサイズ 

512 Bytes 

外形寸法 

131( H ) X 42( W ) X 265 ( D)mm (突起物含まず） 

イン ター 
フ エイ ス仕樣 

Ultra SCSI インターフェイス 
( D-sub ハーフピッチ50ピン） 

デー タ転送 

速度(最大） 

Ultra SCSI 2[] MB/sec (同期転送理論値） 

SCSI -2 1 0 MB/sec (同期転送理論値） 

SCSI -1 5 MB/sec (同期転送理論値） 

電源仕様 

AC 100 V ±10% 50/60 HZ 

使用湿温度 
範囲 

温度+5〜+35た（パソコンの動作する節囲であること） 

湿度20〜80% (結露な青こと， PC 動作範囲であること） 

消費電力 

約 12. QW 

本体質量 

約 1.4 Kg 


X本容量は、アンフォーマツト時 1M バイト= 1,000, 000バイト、 
1G バイト = 1000M バ'イトで計算したときの値を示しています。 
フォーマツト後は若干容量が減少します。 
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サポートセンターへのお問い合わせ 


本製品に関するお問い含わせは弊なサポートセンターで受け巧けています。 

/まず、弊社ホームページをご確認〈ださい。 

本書の〔困った時には】で解決できない揚含は、サポート Web ページ肉の 
「製品 Q 8 A 、 News 」 などちご覧<ださい。過去にサポートセンターじ尋せら 
れた事例などち紹介されています。こちらち参考[こなさってくださし、。 


http://www.iodata.jp/support/ 


P 品 Q&A， 
News など 


また、添巧のサポートソフトをバージョンアップすることで解決で言る 
揚含があります。下記の弊なサポート-ライブラ IJ から最新のサポート 
ソフトをダウン□ー ドしてお試しくださし、。 

http : //www.iodata.j p/lib/ 


) 馬な 

ライ 

C _ 


サポート 
ブラリ 


2 それでも解決できない場合は… 

住巧：干 920-8513 石川県金沢市楼田町 2 T 目84番地 
アイ■才一■データ第2ビル 
株式会社アイ-オー-データ機器サポートセンター 

電話： 本社 076-260-3367 まを 03-3254-0340 

※受か時間9:30〜19:00月〜金曜日（巧祭日を除く） 

FAX :本社 076-260-3360 まを 03-3254-9055 

インターネット： http : //www. lodata. jp/support/ 



お知らせいただ〈事項について 

1. ご使用の弊社製品名。 

2. ご使用のパソコン本体と周辺機器のおを。 

3. ごほ用のサポートソフトのバージョン。 

4. ごほ用の批とアプリケーションの名称、バージョン及びメーカー名。 
t トラブルが起こった状態、トラブルの内容、現在の状態 

(画面の巧態や エラーメッセージな どの内容） 
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修理について 


修理について 


本製品の修理をご依頼される揚合は、 U •(下の事項をご®認<ださい。 

♦内部のデータについて 

-検査の際には、巧部のデータはすべて消去されてしまいます。 

(厳密な検査を行ラためです。どラそご了承ください。） 

※データに関しては、弊社はいっさいの責任を負いかねます。 

バックアップできる場合は、修理にお出しになる前にバックアップして<ださし、。 
-弊なでは、データの修復は行っておりません。 


♦お客様が貼られた シー ルなどに ついて 

修理の際に、製品ごと取り营えることがあります。 

その際、表面におられているシールなどは失われますので、ご了承<ださし、。 
参修理金額について 

•保証期間中は、無料修理いたします。 

ただし、ノ\ードウてアな証書に記載されている「保証規を」に該当する揚合 
は、有料となります。 

※保証期間については、ハードウエア保証書を ご覧 ください。 

-保証期間び終了した揚合は、有料じて修理いたします。 

※弊社が販売終了してから一を期間が過ぎた®品は、修理ができな〈なる場合が 
あります。 

-おをりいただいた後、有料修理となった揚合のみ、往復はびきにて修理金額 
をご案巧いたします。 

修理するかをご検討の上、検討結果を記入してご返送< ださい。 

(ごめ頼時に FAX 番号をお知らせいただければ、修理金額を FAX にて連絡させ 
ていたださます。） 

修理しないとご判断いただきました揚合は、無料でご返送いたします。 
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修理[こついて 


修理品の依頼 


本製品の修理廷ご依頼される揚合は、 L ソ下を巧ってくださし、。 

•メモに控え、お手元に置いて〈ださし、 

お送りいただく製品の製品名、シ IJ アル番号（製品に貼付されたシールに記載 
されています）、お送りいただいた曰時を><モに控え、お手元に置いてくだ 
さし、。 

•これらを巧意してください 

• 必要事項を記入した 本製品の八ードウてア保証書(コピー不可） 

※ただし、保証期間が終了した場合は、必要ありません。 

-下の肉客を書いたちの 

返送先唯所/氏名/(あれば) FAX 番号]，日中にご連絡できるお電話番号， 

ご使用環境（機器構成、 0S など），故障状況（どうなったか） 

•修理品を捆包して〈ださい 

-上で用意した物を修理品と一緒に棚包してくださし、。 

-輸送時の破損を防ぐた妨、ご購入時の箱-棚包巧 I こて楠包して<ださい。 

※ご購入時の箱-捆包ネオがない場合は、厳重に捆包してください。 

•修理をご依頼くださし' 

-修理は、下の送が先までお送り<ださいますようお願いいたします。 

X原則として修理品は弊なへの持ち込みが前提です。送付される場合は、発送時 
の費用はお客様ご負担、修理後の返送費用は弊な負担とさせていただきます。 
•送はの際は、紛失等を避けるた故、ち配便か書留郵便小包でお送りく ださし、。 


送が巧〒920-8目13石川県金お市お田巧 2 T 目84番地 

アイ •スー-データ 第2ビル 
株式含なアイ-スー-データ®器修理センター宛 


修理品の返送 


• 修理品到着後、通常約1週間ほどで弊なよ0返送でさます。 

※ただし、有料の場合や、修理内容によっては、時間がかかる場合があります。 
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【ご注意】 

1) 本製品及び本書は株ぶ舍なアイ-スー*データ機器の著作物です。 

したがって、本製品巧び本書の一部またはを部を無断で複製、複写、転載、改変することは法律で禁 
じられています。 

2) 本サポートソフトウ I アに含まれる著作権等の知的財産権は、お客様に移転されまだん。 

3) 本サポートソフトウ I アのソースコードじついては、如巧なる揚含もお蓄様に開示、使巧許語を啟し 
ません。また、ソースコードを酷日月するためじ本ソフトウ I アを解析し、逆アセンブルか、逆コンパ 
イル、またはその他のリバ'ースエンジこアリンブを禁止します。 

4) 書面じよる事前承語を得ずに、本ヴポートソフトウェアをタイ厶シェアリンブ、リース、レンタル、 
販売、移転、サブライセンスすることを禁止します。 

5) 本製品は、医療機器、原子力設備が磯器、航空宇宙磯器、輸送設稿が機器、兵器システ厶などの人命 
に関る設備か磯器、及び海底中継器、宇亩衛星などの高度な信頼性を必要とする設備ゆ磯器としての 
使巧またはこれらに組み化んでの使用は意図されておのまだん。これら、設備が機器、制御システ厶 
などに本製品を使巧され、本製品の故障じより、人身事故、乂巧事故、な含的な損害などび生じてち. 
解なではいななる責任ち負いかねます。設備が磯器、制御システ厶などにおいて、冗長設計、乂巧延 
焼巧策設計、誤動作防止設計など、安を設計に巧全を期されるよ5ごを意願います。 

目）本製品及け本書の巧客については、改良のためじ予告なく蜜要することがあのます。 

7) 本サポートソフトウェアの使巧にあたっては、バックアップ保有の目的に限り、各1部だけ複写できる 
ちのとします。 

8) お客様は、本サポートソフトウェアを一時に1台のパソコンにおいてのみ使巧することができます。 

9) お客様は、本製品または、その使巧権を第兰者に再使巧許語、譲渡、移転またはその化の赃分を行5 
ことはで苦ません。 

10) 體なは、お客様が[ごを意]の諸集件のいずれなじ違反されたと言は、いつでち本製品のご使巧を薛 
了させることびできるちのとします。 

11) 本製品は曰本国肉仕様です。本製品を曰本国外で使巧された揚含、解なは一切の責任を負いなねます。 
また、解なは本製品に関し、曰本国外への巧術サポート、巧びアフターサービス等を巧っておりませ 
んので、ずめご了承くださし 、。 （This product is for use only in Japan . We bear no responsibility 
for any damages or losses arising from use of , or inability to use . this product outside Japan 
and provide no technical support or after-service for this product outside Japan .) 

12) 本製品は「外国為替巧び外国質易法」の規をじより戦略物資等輸出規制製品に該当する揚含があのま 
す。 

国かじ持ち出す際には、曰本国政府の輸出許可申請などの手続きび必要じなる揚含があります。 

13) 本製品を運用した結栗の化への影響じついては、上記じかかわらず責任は負いかねますのでご了承く 
ださい。 


• I - 日 data は、株ぶ含なアイ*スー•データ磯器の養録商標です。 

• Microsoft , Windows , Windows MT ， MS , MS - D 日 S は、米国 Microsoft Corporat ion の登歸商標です。 

• IBM および AT は 、 IBM Corp . の養録商標です。 

• Apple , Macintosh , Power Macintosh , PowerBook , Mac , Mac OS □ゴおよびその標章は、米国 Apple 
Computer , Inc . の養歸商標です。 

• iMac , iBook は、米国 Apple Computer , Inc . の商標です。 

♦ その化、一般に会な名、製品名は各なの商標または登録商標です。 






